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�
章

セ
ザ
ン
ヌ
の
変
貌
―
―
「
革
命
の
画
家
」
か
ら
「
西
洋
の
隠
者
」
へ

（
１
）

1

極
東
の
セ
ザ
ン
ヌ
発
見

「
革
命
の
画
家
」
セ
ザ
ン
ヌ

フ
ラ
ン
ス
の
批
評
家
テ
オ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
レ
（
一
八
三
八
―
一
九
二
七
）
は
二
十
世
紀
初
頭
の
日
本
で
は
、
印
象
派
運
動
の
生
き
証

人
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
知
ら
れ
た
人
物
だ
っ
た
。
そ
の
デ
ュ
レ
は
『
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
歴
史
』（
一
九
〇
六
）
の
冒
頭
に
こ
う

記
し
て
い
る
。「
印
象
派
の
人
々
が
、
未
だ
世
間
に
知
ら
れ
な
か
つ
た
時
代
に
も
、
若
い
人
々
は
す
で
に
独
立
不
羈
の
精
神
に
富
み
、

伝
習
の
法
規
を
破
棄
せ
む
と
強
き
衝
動
を
持
つ
て
ゐ
た
」。
こ
こ
に
掲
げ
た
の
は
中
井
宗
太
郎
（
一
八
七
九
―
一
九
六
六
）
に
よ
っ
て

『
美
』
第
四
巻
第
四
号
（
一
九
〇
九
年
七
月
号
）
に
翻
訳
・
引
用
さ
れ
た
一
文
で
あ
る
（
２
）

。
本
書
で
は
セ
ザ
ン
ヌ
も
印
象
派
の
一
員
に
遇

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
セ
ザ
ン
ヌ
に
関
す
る
最
初
期
の
ま
と
ま
っ
た
言
及
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
あ
い
前
後
し
て

有
島
生
馬
（
一
八
八
二
―
一
九
七
四
）
が
『
白
樺
』
に
セ
ザ
ン
ヌ
に
つ
い
て
の
は
じ
め
て
の
評
伝
「
画
家
ポ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
」
を
掲

載
す
る
。『
白
樺
』
と
い
え
ば
、
と
か
く
西
欧
の
最
新
流
行
を
文
脈
も
な
く
極
東
の
島
国
に
も
た
ら
し
た
受
容
媒
体
と
み
な
さ
れ
る
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こ
と
が
多
い
。
だ
が
む
し
ろ
ロ
ン
ド
ン
の
ブ
ル
ム
ズ
ベ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
や
ブ
レ
ー
メ
ン
郊
外
の
ヴ
ォ
ル
プ
ス
ヴ
ェ
ー
デ
、
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
の
『
青
騎
士
』
な
ど
と
同
時
代
の
現
象
と
し
て
、
世
界
史
的
な
規
模
で
の
相
映
相
発
の
う
ち
に
そ
の
意
義
を
問
い
直
す
べ
き
だ

ろ
う
。
そ
の
な
か
で
極
東
の
列
島
に
特
有
な
軌
跡
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
摘
出
し
、
西
欧
近
代
美
学
の
東
洋
美
学
へ
の
寄
与

の
様
を
探
索
す
る
こ
と
が
、
本
章
の
目
的
と
な
る
。

有
島
生
馬
（
当
時
は
未
生
馬
の
筆
名
）
も
ま
た
デ
ュ
レ
の
『
印
象
派
の
画
家
た
ち
の
歴
史
』
に
依
拠
し
て
自
説
を
展
開
し
た
。
そ
こ

に
は
こ
う
読
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
セ
ザ
ン
ヌ
は
、
其
の
要
求
に
應
じ
て
立
つ
た
一
人
で
、
革
命
の
精
神
に
最
も
深
く
突
入
し
、
常

套
を
踏
む
こ
と
を
最
も
厭
ふ
情
に
富
ん
だ
畫
家
で
あ
つ
た
」
と
（
第
一
巻
第
三
号
）。
別
途
す
で
に
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は

デ
ュ
レ
の
原
著
の
、
信
じ
が
た
い
「
誤
読
」
だ
っ
た
（
３
）

。
と
い
う
の
も
デ
ュ
レ
は
該
当
箇
所
で
セ
ザ
ン
ヌ
を
し
て
「
革
命
精
神
に
富
ん

だ
画
家
」
と
「
見
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
ま
っ
た
く
正
反
対
の
明
言
を
な
し
て
い
た
の
だ
か
ら
。
し
か
し

こ
れ
は
有
島
の
単
な
る
語
学
的
不
注
意
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
む
し
ろ
そ
こ
に
、
武
者
小
路
実
篤
（
一
八
八
五
―
一
九
七
六
）

を
は
じ
め
と
し
た
『
白
樺
』
の
意
向
に
沿
っ
た
、
有
島
に
よ
る
意
図
的
な
読
み
替
え
を
想
定
し
て
い
る
。

実
際
『
白
樺
』
で
は
そ
れ
に
続
い
て
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
―
一
九
六
一
）
が
「
革
命
の
画
家
」（
一
九
一
二
年
、
第
三
巻
第
一
号
）
を
執

筆
し
、
木
下
杢
太
郎
な
ど
に
よ
る
批
判
に
対
抗
し
て
『
白
樺
』
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
柳
は
こ
こ
で
ロ
ン
ド
ン
の
グ
ラ
フ
ト

ン
画
廊
で
ロ
ジ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
（
一
八
六
六
―
一
九
三
四
）
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
た
「
第
一
回
・
後
印
象
派
展
」
に
言
及
し
て

英
国
の
都
が
「
革
命
の
台
風
に
よ
っ
て
襲
わ
れ
た
」
と
形
容
し
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
も
ま
た
「
革
命
の
画
家
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
「
革
命
の
画
家
」
で
柳
が
種
本
と
し
て
熱
心
に
参
照
し
て
い
た
書
籍
は
、
ル
イ
ス
・
ハ
イ
ン
ド
（
一
八
六
二
―
一
九
二
七
）

に
よ
る
『
後
印
象
派
』（
一
九
一
一
）
と
題
さ
れ
た
画
集
で
あ
る
。「
藝
術
は
美
で
は
な
い
。
そ
れ
は
表
現
で
あ
る
」。「
藝
術
は
人
格

の
そ
の
矮
小
さ
、
広
大
さ
に
お
け
る
表
現
で
あ
る
」。
聖
書
の
「
山
上
の
垂
訓
」
を
模
し
て
そ
う
唱
え
る
ハ
イ
ン
ド
の
教
説
に
感
激

し
た
柳
た
ち
は
、
こ
の
箇
所
を
根
拠
に
「
後
印
象
派
」
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
（
４
）

。
当
時
ド
イ
ツ
の
美
術
批
評
家
ユ
リ
ウ
ス
・
マ
イ
ヤ

第�部 東西融合の夢と現実

188



ー＝

グ
レ
ー
フ
ェ
（
一
八
六
七
―
一
九
三
五
）
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
た
ハ
イ
ン
ド
の
「
表
現
主
義
的
」
な
解
釈
は
、
フ
ラ
イ
が
提
唱

す
るPost−im

pressionism

と
は
、
ハ
イ
ン
ド
自
身
公
言
す
る
よ
う
に
、
背
馳
し
て
い
た
。
日
本
で
も
早
く
も
一
九
一
三
年
に
は

木
村
荘
八
（
一
八
九
三
―
一
九
五
三
）
が
、
所
詮
・
新
聞
記
者
に
す
ぎ
な
い
ハ
イ
ン
ド
の
説
は
皮
相
で
信
頼
で
き
な
い
、
と
文
句
を
付

け
て
お
き
な
が
ら
、
そ
の
全
文
を
『
現
代
の
洋
画
』
誌
「
後
期
印
象
派
」
特
集
号
に
わ
ざ
わ
ざ
訳
出
し
て
い
る
。
木
村
は
デ
ュ
レ
の

著
作
序
論
も
英
訳
か
ら
あ
ら
た
め
て
重
訳
し
「
人
が
彼
（
セ
ザ
ン
ヌ
）
を
注
意
し
て
革
命
思
想
に
充
ち
、
完
成
さ
れ
た
流
儀
と
相
容

れ
ぬ
人
で
あ
る
と
見
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
兎
も
角
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
す
る
訳
文
修
正
案
を
提
起
し
て
い
た
（
５
）

。
有
島

の
先
行
訳
に
配
慮
し
た
妥
協
ぶ
り
も
明
白
だ
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
柳
の
引
用
し
た
ハ
イ
ン
ド
の
原
文
の
直
後
の
箇
所
に
は
「
自
ら
を
真
摯
に
表
現
す
る
者
は
い
か
な
る
も
の
か

ら
で
も
美
を
引
き
出
し
う
る
。
あ
ら
ゆ
る
醜
さ
の
な
か
に
も
意
味
の
あ
る
美
が
潜
ん
で
い
る
」
と
の
一
節
が
見
え
る
（
６
）

。
こ
こ
に
は
柳

が
や
が
て
民
藝
の
理
念
と
と
も
に
練
り
上
げ
る
、
美
醜
の
か
な
た
を
志
向
す
る
価
値
意
識
、「
無
有
好
醜
」
の
ひ
と
つ
の
発
想
源
を

想
定
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
極
東
の
列
島
に
お
け
る
初
期
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
に
孕
ま
れ
た
「
誤
謬
」、
あ
る
い
は
異
端
の
教
説
へ

の
依
拠
が
、
結
果
的
に
民
藝
思
想
を
胚
胎
さ
せ
て
い
っ
た
と
見
て
も
、
け
っ
し
て
過
言
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

日
本
人
画
家
に
お
け
る
「
セ
ザ
ン
ヌ
主
義
」

一
九
〇
七
年
、
パ
リ
の
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
で
セ
ザ
ン
ヌ
の
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
る
。
有
島
と
並
ん
で
こ
れ
を
目
に
し
て
、

日
本
の
画
家
と
し
て
も
っ
と
も
早
く
セ
ザ
ン
ヌ
の
感
化
を
受
け
た
の
は
安
井
曽
太
郎
（
一
八
八
八
―
一
九
五
五
）
だ
ろ
う
。
安
井
は

ジ
ャ
ン＝

ポ
ー
ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ス
（
一
八
三
八
―
一
九
二
一
）
の
弟
子
だ
っ
た
が
、
滞
欧
期
の
《
横
た
わ
る
裸
婦
》（
一
九
一
二
、
安
井

タ
ー
ブ
ル

二
〇
〇
五
―
一
七
）《
食
卓
の
上
》（
一
九
一
二
、
安
井
二
〇
〇
五
―
十
七
）（
図
8
―

1
）、《
女
性
の
肖
像
》（
一
九
一
二
、
安
井
二
〇
〇
五
―

二
三
）
な
ど
に
は
、
モ
チ
ー
フ
の
選
択
の
み
な
ら
ず
、「
肉
付
け
」m

odelé

に
替
え
て
セ
ザ
ン
ヌ
が
提
唱
し
た
と
さ
れ
る
「
転
調
」
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m
odulé

な
ど
の
影
響
が
顕
著
に
見
え
る
。
一
九
二
三
年
に
当
時
を
回
顧
し

た
安
井
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
《
首
吊
り
の
家
》（ca.

1873

）
が
気
に
入
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
作
品
が
カ
モ
ン
ド
の
蒐
集
に
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
安

井
が
帰
国
直
前
の
一
九
一
四
年
に
開
催
さ
れ
た
カ
モ
ン
ド
蒐
集
展
覧
会
で
こ

の
作
品
に
接
し
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
一
六
年
に
帰
国
し
た
安
井
が
セ
ザ

ン
ヌ
の
影
響
を
脱
し
て
自
己
の
様
式
を
確
立
す
る
に
は
《
婦
人
の
肖
像
》

（
一
九
三
〇
、
安
井
二
〇
〇
五
―
四
七
）《
金
蓉
》（
一
九
三
四
、
安
井
二
〇
〇
五
―

五
七
）
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。《
外
房
の
風
景
》（
一
九
三
一
、
安
井
二
〇
〇

五
―
四
九
）（
図
8
―

2
）
は
矢
代
幸
雄
（
一
八
九
〇
―
一
九
七
五
）
が
安
井
な

ら
で
は
の
様
式
へ
の
新
展
開
と
し
て
高
く
評
価
し
た
海
景
図
だ
が
、
構
図
の
面
で
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
《
エ
ス
タ
ッ
ク
の
眺
め
》
の
試
み

を
日
本
の
風
物
に
転
写
し
た
趣
が
濃
厚
に
看
取
さ
れ
る
（
左
半
分
は
、
シ
カ
ゴ
美
術
館
蔵
の
作
品
、
右
半
分
は
ピ
カ
ソ
美
術
館
蔵
の
作
品
に

酷
似
す
る
が
、
両
者
を
横
長
の
画
面
に
統
一
し
て
日
本
情
緒
を
出
し
た
と
こ
ろ
に
新
機
軸
が
あ
ろ
う
）

（
７
）

。

安
井
の
事
例
は
、
ひ
と
り
日
本
に
孤
立
し
た
事
例
と
し
て
扱
う
べ
き
で
は
な
く
、
世
界
各
地
に
伝
播
し
た
「
全
球
的
セ
ザ
ン
ヌ
効

果
」
の
な
か
で
改
め
て
評
定
す
る
に
値
す
る
。
で
は
北
米
の
合
衆
国
や
メ
キ
シ
コ
、
さ
ら
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
ロ
シ
ア
に
至
る
地
域
で

の
事
例
と
も
比
べ
て
、
近
代
日
本
の
藝
術
家
た
ち
に
特
有
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
教
訓
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注
目
に

値
す
る
の
が
、『
白
樺
』
を
牽
引
す
る
武
者
小
路
実
篤
の
セ
ザ
ン
ヌ
観
で
あ
る
。
武
者
は
こ
う
セ
ザ
ン
ヌ
を
分
析
し
て
い
る
。

「
彼
は
瓶
一
つ
真
直
に
か
け
な
い
男
の
気
が
す
る
。
し
か
し
彼
の
か
い
た
瓶
は
吾
人
の
目
で
見
る
こ
と
が
出
来
る
瓶
で
は
な
い
。

彼
は
こ
の
上
も
な
く
訥
弁
家
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
上
も
な
き
雄
弁
家
で
あ
る
。
彼
の
性
格
は
こ
の
上
も
な
き
写
実
家
で
あ
リ
な
が
ら

こ
の
上
も
な
き
神
秘
家
で
あ
る
。
こ
の
点
マ
イ
エ
ル
・
グ
レ
フ
エ
ー
の
言
つ
た
や
う
に
ド
ス
ト
エ
ウ
ス
キ
ー
に
似
て
ゐ
る
。
し
か
し

図8 ― 1 安井曾太郎《食卓の上》１９１２

（大正元）年 福島県立美術館

Yasui Sôtarô, On the Table，１９１２，
Fukushima Prefectural Museum of Art
（出典）安井 ２００５：No．１７，p．３０
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セ
ザ
ン
ヌ
の
方
が
一
歩
進
ん
で
ゐ
る
気
が
す
る
。
少
し
も
捕
は
れ
て
ゐ
な
い
点
で
」
（
８
）

。

こ
れ
は
『
白
樺
』（
一
九
一
二
年
一
月
、
第
三
巻
第
一
号
）
に
み
え
る
武
者
小
路
実
篤
「
後
印

象
派
に
就
て
」
の
一
節
で
あ
る
。
諸
外
国
で
の
同
時
期
の
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
と
比
較
し
て
み
て

も
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
「
不
器
用
さ
」（
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
起
源
）
を
そ
の
人
格
の
真
摯
さ
に
結
び

付
け
る
だ
け
で
な
く
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
本
領
を
神
秘
家
（
マ
イ
ヤ
ー＝

グ
レ
ー
フ
ェ
の
示
唆
）
に

見
る
視
点
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
に
特
異
な
増
幅
現
象
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す

で
に
永
井
隆
則
氏
が
こ
の
箇
所
を
引
い
て
分
析
し
て
い
る
が
、
画
家
の
人
格
に
尊
敬
を
表
明

す
る
帰
依
の
態
度
は
、
極
東
の
儒
教
社
会
に
特
有
と
も
い
え
、
こ
の
「
人
格
主
義
的
」
な
受

容
ゆ
え
に
、
セ
ザ
ン
ヌ
は
日
本
近
代
の
藝
術
家
た
ち
に
一
師
表
た
るbehavior

m
odel

を

提
供
す
る
（
９
）

。

「
生
の
肯
定
」
と
筆
触

欧
州
側
の
極
東
へ
の
関
心
と
、
極
東
側
の
欧
州
憧
憬
と
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
に
お
い
て
交
差
す

る
。
周
知
の
と
お
り
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
藝
術
的
創
作
の
眼
目
は
、
そ
の
物
質
的
達
成
に

と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
筆
一
筆
の
運
筆
の
過
程
の
う
ち
に
、
人
格
の
実
現
を
み
よ
う
と

す
る
。
能
筆
の
筆
跡
の
う
ち
に
、
藝
術
家
の
精
神
性
が
測
定
さ
れ
、
藝
術
作
品
の
鑑
賞
も
、

作
者
の
人
格
を
作
品
の
う
ち
に
値
踏
み
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
く
。
作
品
か
ら
発
す
る
道
徳

的
な
韻
律
は
、
時
に
尊
崇
の
対
象
と
な
る
。
武
者
小
路
実
篤
の
こ
の
一
文
に
も
登
場
す
る
マ

イ
ヤ
ー＝

グ
レ
ー
フ
ェ
は
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
レ
の
北
斎
理
解
を
下
敷
き
に
し
て
、
セ
ザ

図8 ― 2 安井曾太郎《外房風景》１９３１（昭和６）年 大原美術館

Yasui Sôtarô, Landscape in Sotobô，１９３１，Ohara Museum of Art
（出典）安井 ２００５：No．４９，p．６２
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ン
ヌ
の
筆
致Pinzelschw

ung

に
注
目
し
、
そ
こ
に
「
生
を
肯
定
す

る
者
」Lebensbejaher

な
ら
で
は
の
徴
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
た
（
１０
）

（
図
8
―

3
）。
こ
こ
に
は
鈴
木
貞
美
氏
が
提
唱
す
る
「
大
正
生
命
主

義
」
の
「
生
命
肯
定
」
の
ひ
と
つ
の
語
源
が
特
定
で
き
よ
う
（
１１
）

。
十
九

世
紀
欧
州
の
日
本
趣
味
で
は
筆
跡
に
よ
る
個
性
表
現
が
重
視
さ
れ
た

が
、
そ
の
延
長
上
に
欧
州
に
お
け
る
二
〇
世
紀
初
頭
の
セ
ザ
ン
ヌ
評

価
が
現
れ
、
そ
れ
が
再
び
極
東
に
お
い
て
、
日
本
側
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
た
ち
に
よ
っ
て
同
化
吸
収
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
時
代
の
証
言
に
そ
の
裏
づ
け
を
探
し
て
お
こ
う
。
有
島
生
馬
は
さ
き
の
「
画
家
ポ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
」
で
こ
う
述
べ
て
い
た
。

「
彼
の
作
品
を
目
に
見
る
時
は
、
諸
て
末
枝
に
関
す
る
欠
点
と
不
足
と
を
忘
れ
て
終
ふ
て
、
彼
の
人
格
中
に
吸
い
込
ま
れ
る
心
地
が

す
る
」

（
１２
）

。
ま
た
白
樺
同
人
が
「
日
本
の
モ
ネ
」
と
激
賞
し
た
山
脇
信
徳
（
一
八
八
六
―
一
九
五
二
）
は
「
筆
触
と
は
精
神
の
顫
動
で
あ

る
。
一
片
の
筆
触
は
全
人
格
を
反
映
す
る
。
一
枚
の
絵
は
一
呼
吸
の
も
と
に
動
か
ね
ば
な
ら
ん
。
要
す
る
に
リ
ズ
ム
の
統
一
で
あ

る
」
と
の
意
見
を
開
陳
し
て
い
た
（
１３
）

。
さ
ら
に
木
村
荘
八
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
「
筆
触
と
色
彩
と
の
鬩
ぎ
あ
い
」
に
注
目
し
、
そ
れ
が
セ
ザ

ン
ヌ
の
画
面
の
「
マ
ッ
ス
」
を
構
成
し
て
お
り
、「
そ
い
つ
を
掴
ま
へ
て
、
そ
い
つ
の
不
思
議
な
程
な
（
…
）
連
鎖
的
表
示
に
打
ち

込
み
得
れ
ば
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
リ
ズ
ム
は
明
快
に
観
者
に
働
き
だ
す
の
だ
」
と
述
べ
る
（
１４
）

。
絵
画
鑑
賞
が
画
面
と
鑑
賞
者
と
の
身
体
的
な

共
振
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
と
す
る
見
解
に
は
、
当
時
流
行
だ
っ
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ッ
プ
ス
（
一
八
五
一
―
一
九
一
四
）
経
由
の
感

情
移
入E
infühlung

説
を
咀
嚼
し
た
様
も
彷
彿
と
す
る
。
西
欧
の
画
家
の
筆
遣
い
に
、
画
布
を
前
に
し
た
制
作
時
の
呼
吸
を
読
み
、

そ
れ
と
同
期synchronize

す
る
こ
と
が
、
作
家
の
内
的
人
格inner

personality

に
接
す
る
た
め
の
要
件
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

た
。

図8 ― 3 ポール・セザンヌ

《水浴する男》『白樺』４巻

８号、１９１３年、原色版掲載

Paul Cézanne, Baigneur ,
Color Reproduction in
Shirakaba , Vol．４，No．８，
１９１３
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岸
田
劉
生
の
軌
跡

物
質
的
な
同
化
に
よ
っ
て
精
神
的
な
接
近
を
図
る
―
―
こ
の
傾
向
を
最
も
劇
的
に
示
し
て
い
る
の
が
岸
田
劉
生
（
一
八
九
一
―
一

九
二
九
）
だ
ろ
う
。
一
九
一
〇
年
に
二
十
歳
で
『
白
樺
』
に
開
眼
し
た
驚
き
は
、
さ
な
が
ら
「
生
れ
替
わ
り
」
の
体
験
に
等
し
か
っ

た
と
回
想
す
る
劉
生
は
、
一
九
一
九
年
の
『
白
樺
』
刊
行
十
九
年
目
の
記
念
号
で
の
証
言
で
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
は
じ
め
と
す
る
印
象

派
以
降
の
画
家
た
ち
へ
の
当
時
の
自
分
た
ち
の
熱
狂
は
、
も
は
や
「
霊
感
」
な
ど
と
は
形
容
で
き
ず
、「
模
倣
」
と
呼
ぶ
ほ
か
な
い

も
の
だ
っ
た
、
と
告
白
す
る
。
粗
末
な
白
黒
の
複
製
を
通
じ
て
、
か
ろ
う
じ
て
原
作
の
色
彩
を
空
想
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
（
図
8
―

4
）。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
不
利
が
か
れ
ら
の
熱
望
を
い
や
増
し
に
高
め
て
い
た
。
数
年
の
う
ち
に
劉
生
の
画
風

は
一
変
す
る
。
だ
が
そ
の
変
化
の
方
向
は
、
泰
西
絵
画
史
の
流
れ
と
は
逆
行
し
て
い
る
。《
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
の
肖
像
》（
一
九

一
三

岸
田
二
〇
〇
一
―
三
六
）
で
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
流
の
構
築
的
で
規
則
的
な
筆
致
が
フ
ォ
ー
ヴ
特
有
の
原
色
表
現
と
拮
抗
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
フ
ュ
ー
ザ
ン
会
の
頭
目
と
な
っ
た
劉
生
は
徐
々
に
画
風
を
転
じ
、
む
し
ろ
原
色
を
抑
え
て
、
堅
牢
な
構
図
を
追
求
す
る
方

向
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
（
１５
）

。

一
九
一
五
年
三
月
の
証
言
に
、
劉
生
は
す
で
に
回
顧
の
口
調
で
こ
う

述
べ
て
い
た
。「
自
分
は
や
は
り
ゴ
オ
ホ
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
尊
敬
す
る
。

（
…
）
こ
れ
は
自
分
が
彼
等
か
ら
内
心
の
要
求
か
ら
自
然
を
見
る
こ
と

を
教
へ
ら
れ
た
か
ら
だ
。
自
分
は
彼
等
か
ら
に
よ
つ
て
初
め
て
、
真
に

自
己
を
生
か
す
道
と
し
て
の
藝
術
を
示
さ
れ
た
の
だ
」
と
。
そ
う
告
白

し
な
が
ら
も
劉
生
は
つ
づ
け
て
、
現
在
の
自
分
は
、「
以
前
感
化
を
受

け
て
居
た
時
よ
り
も
更
に
深
い
理
解
と
尊
敬
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る
。

（
…
）
セ
ザ
ン
ヌ
は
明
ら
か
に
「
藝
術
の
極
み
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
あ

図8 ― 4 ポール・セザンヌ《静物》『現代

の洋画』第１７号、１９１３年「後期印象派特集

号」、白黒図版掲載

Paul Cézanne, Nature morte , Reproduced in
Gendai no Yôga，（Modern Western Style
Painting），N．１７，Feb．１９１３．Special Issue on
Post−Impressionism.

第�章 セザンヌの変貌

193



る
」
と
言
つ
て
居
た
と
思
ふ
。
自
分
は
こ
の
言
を
段
々
深
く
味
ふ

事
が
で
き
る
」、
と
語
る
（
１６
）

。
欧
州
で
も
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ
ー
ル

（
一
八
六
八
―
一
九
四
一
）
や
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
（
一
八
七
〇
―
一
九

四
四
）
な
ど
を
中
心
に
し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
古
典
主
義
者
と
し
て

再
解
釈
す
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。
劉
生
の
発
言
に
は
そ
の

遥
か
な
る
波
動
が
、
劉
生
自
身
の
内
的
な
欲
求
と
結
び
つ
い
て
ゆ

く
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
証
言
を
残
し
た
こ
ろ
に
劉
生
が
制
作
し
た
作
品

に
《
切
通
し
の
写
生
》（
一
九
一
五
、
岸
田
二
〇
〇
一
―
六
一
）（
図
8

―

5
）
が
あ
る
。
同
様
の
モ
チ
ー
フ
を
扱
っ
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
《
鉄
道
の
切
通
し
》（
一
八
七
〇
頃
、R

.156

）（
図
8
―

6
）
は
当
時
モ
ノ

ク
ロ
複
製
で
既
に
日
本
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
両
者
の
比
較
は
衝
撃
的
と
い
っ
て
よ
い
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
横
長
の
画
面
に
水
平
方
向
の

眺
望
を
利
か
せ
、
聖
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
と
鉄
道
開
削
の
切
通
し
と
の
類
似
し
た
三
角
形
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
、
反
復
す
る
よ
う
に
並

列
さ
せ
て
み
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
劉
生
は
、
盛
り
上
が
る
坂
道
に
正
面
か
ら
挑
み
、
誇
張
し
た
透
視
図
法
に
よ
り
目
前
に
迫
る
土

の
量
塊
を
表
現
し
た
。

同
じ
一
九
一
五
年
の
証
言
は
、
劉
生
の
航
路
が
い
ま
や
セ
ザ
ン
ヌ
追
従
か
ら
は
離
れ
よ
う
と
し
て
い
た
様
を
裏
書
き
す
る
。「（
セ

ザ
ン
ヌ
）
の
理
論
に
心
服
し
て
、
色
彩
や
形
の
単
化
、
エ
セ
ン
シ
ャ
ル
に
行
か
う
と
し
た
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
必
然
的
に
、
そ
こ

に
は
満
足
出
来
な
か
つ
た
。
さ
う
し
て
、
写
実
的
要
求
は
殺
し
得
る
ど
こ
ろ
か
、
か
へ
つ
て
、
単
化
し
や
う
と
す
れ
ば
す
る
程
、
強

く
意
識
さ
れ
て
き
た
」

（
１７
）

。「
単
化
」
と
あ
る
の
はsim

plification

の
訳
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
劉
生
の
側
の
内
的
欲
求
は
《
壷
》（
一
九

一
七
、
白
樺
二
〇
〇
九

�
―
四
一
）
や
《
三
つ
の
林
檎
と
茶
碗
》（
一
九
一
七
、
同
�
―
四
三
）
に
顕
著
に
表
出
さ
れ
る
。
劉
生
は
セ
ザ

図8 ― 5 岸田劉生《道路と土手と塀（切

通の写生）》１９１５年 東京国立近代美術館

Kishida Ryûsei, Road Cut through a
Hill，１９１５，The National Museum of Mod-
ern Art, Tokyo
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ン
ヌ
の
静
物
画
に
よ
る
開
眼
を
突
き
抜
け
て
、
物
質
性
の
現
実
と
向
き
合
う
姿
勢
へ
と
誘
わ
れ
た
（
１８
）

。
一
九
二
〇
年
を
迎
え
る
ま
で
に

は
劉
生
は
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
さ
ら
に
遡
っ
て
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
に
到
達
す
る
。《
静
物
・
赤
林
檎
三
個
、
茶
碗
、
ブ
リ
キ
缶
、
匙
》（
一

九
二
〇
、
大
原
美
術
館
）（
図
8
―

7
）
ほ
か
で
は
、
壁
に
刻
ま
れ
た
劉
生
の
文
字
は
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ー
ラ
ー
や
、
ヤ
ン
・

フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の
画
面
に
見
え
る
紋
章
を
意
図
的
に
漢
字
に
よ
っ
て
象
っ
て
お
り
、
劉
生
は
そ
こ
に
、
自
ら
の
精
神
的
な
祖
先
を

見
出
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
探
究
は
、
西
欧
ル
ネ
サ
ン
ス
の
北
方
絵
画
の
う
ち
に
ま
で
遡
っ
て
淵
源
を
辿
ら
れ
た
。

そ
の
三
十
八
歳
の
短
い
生
涯
の
晩
年
に
、
劉
生
は
結
局
の
と
こ
ろ
東
洋
の
伝
統
へ
の
回
帰
を
果
た
す
。《
冬
瓜
茄
子
図
》（
一
九
二

六
、
岸
田
二
〇
〇
三
―
五
四
）
と
い
う
油
彩
画
に
は
、《
冬
瓜
と
茄
子
》（
一
九
二
六
、
岸
田
二
〇
〇
一
―
一
四
二
）（
図
8
―

8
）
の
存
在
が

図8 ― 6 ポール・セザンヌ《鉄道の切通》１８７０年頃

ミュンヘン絵画館

Paul Cézanne, The Railway Cutting , c．１８７０，Bayerische
Staatsgemaldesammlungen, München

図8 ― 7 岸田劉生《静物（赤林檎三個、茶碗、ブ

リキ缶、匙》１９２０年 大原美術館

Kishida Ryûsei, Still Life（Three Red Apples, Te-
abowl, a Tin Flask and a Spoon），１９２０，Ohara Mu-
seum of Art, Kurashiki
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知
ら
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
一
の
構
図
を
北
宋
の
院
体
画
の
画
風
で
倣
い
、
岩

絵
の
具
で
紙
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
だ
が
油
彩
か
ら
東
洋
画
へ
の
推
移
は
、

晩
年
の
劉
生
が
セ
ザ
ン
ヌ
か
ら
離
反
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
中
国
絵
画
の
再
発
見
は
、
劉
生
に
と
っ
て
エ
ッ
ク
ス
の
巨
匠

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
契
機
を
な
し
て
い
た
。
以
下
の
証
言
は
そ
の
間
の
事

情
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

「
支
那
畫
に
は
、
筆
の
カ
ス
レ
や
、
墨
の
に
ぢ
み
等
が
美
し
く
生
か
さ
れ

て
あ
る
。（
…
）
こ
れ
等
の
事
は
、
支
那
に
於
て
の
み
で
な
く
、
西
洋
の
美

術
に
も
無
論
云
は
る
可
き
事
で
あ
る
。
セ
ザ
ン
ヌ
は
元
來
技
巧
が
ど
ち
ら
か

と
云
う
と
稚
拙
の
方
に
属
し
て
ゐ
る
人
だ
が
、
そ
の
自
分
の
手
工
の
稚
拙
さ

が
も
た
ら
す
偶
然
の
感
じ
を
、
自
分
の
内
な
る
審
美
に
よ
っ
て
、
深
く

『
美
』
に
認
識
し
、
肯
定
し
切
っ
た
處
に
セ
ザ
ン
ヌ
の
道
が
あ
り
、
偉
さ
が

あ
る
。
か
く
て
セ
ザ
ン
ヌ
の
畫
に
描
か
れ
た
、
形
の
狂
っ
た
壺
は
、
藝
術
の
拙
劣
に
な
ら
ず
簡
單
な
稚
拙
感
の
面
白
味
に
堕
せ
ず
、

深
い
藝
術
的
生
命
が
宿
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
１９
）」。

2

理
論
的
省
察

「
宇
宙
的
生
命
」

こ
う
し
て
セ
ザ
ン
ヌ
理
解
の
深
化
は
、
逆
説
的
に
も
極
東
の
画
家
を
し
て
、
中
国
の
伝
統
へ
の
回
帰
を
促
し
た
。
で
は
そ
の
背
景

図8 ― 8 岸田劉生《冬瓜茄子図》１９２６年 個人蔵

Kishida Ryûsei, White Gourd and Eggplants，１９２６，Private
Collection
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に
は
、
い
か
な
る
理
論
的
省
察
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ま
ず
時
間
軸
を
遡
及
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
高
村
光
太
郎

（
一
八
八
三
―
一
九
五
六
）
で
あ
る
。
一
九
一
五
年
に
刊
行
し
た
『
印
象
主
義
の
思
想
と
藝
術
』
に
、
光
太
郎
は
以
下
の
よ
う
な
独
自

の
見
解
を
展
開
し
て
い
た
。「
彼
（
セ
ザ
ン
ヌ
）
の
絵
を
見
る
と
、
他
の
絵
が
隙
間
だ
ら
け
に
見
え
る
。
何
処
か
に
足
ら
な
い
も
の
が

あ
る
や
う
で
影
が
薄
く
な
る
。
彼
は
空
瓶
一
本
と
背
景
の
壁
紙
と
で
無
限
に
重
圧
力
の
あ
る
宇
宙
的
生
命
を
躍
動
さ
せ
る
。
そ
れ
は

一
寸
口
で
言
い
難
い
其
の
「
推
移
」﹇passage

﹈
と
押
し
合
ひ
と
の
力
に
よ
る
の
だ
が
、
固
よ
り
背
後
に
セ
ザ
ン
ヌ
の
生
な
血
が
通

つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
画
面
に
建
築
す
る
。
其
の
色
彩
と
建
築
と
は
非
常
に
緻
密
な
命
を
刻
み
込
む
や
う
な
、
の
ろ
い
観
察

と
、
超
人
的
な
良
心
と
で
成
立
す
る
の
だ
（
２０
）

」。

同
時
代
の
欧
米
で
の
セ
ザ
ン
ヌ
に
関
す
る
論
考
と
並
べ
て
も
、
光
太
郎
の
観
察
に
は
彫
塑
家
な
ら
で
は
の
空
間
把
握
が
際
立
っ
て

い
る
。「
推
移
」
は
色
面
の
移
行
箇
所
を
輪
郭
で
区
分
け
せ
ずpassage

（
移
行
）
に
よ
っ
て
処
理
す
る
セ
ザ
ン
ヌ
独
自
の
工
夫
へ
の

言
及
だ
ろ
う
。
セ
ザ
ン
ヌ
の
「
色
づ
け
す
る
感
覚
」sensation

colorante

が
通
常
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
教
え
の
色
価
の
関
係
に
は

還
元
で
き
な
い
こ
と
も
、
光
太
郎
は
理
解
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
生
れ
る
、
画
面
に
横
溢
す
る
力
動
感
へ
の
理
解
と
、
そ
れ
を
独
自

の
「
生
命
」
観
に
接
続
す
る
あ
た
り
の
光
太
郎
の
行
文
は
、
欧
文
で
紹
介
さ
れ
る
に
値
す
る
だ
け
の
独
自
性
を
備
え
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
光
太
郎
は
一
九
一
〇
年
の
「
緑
色
の
太
陽
」
で
、
時
代
に
先
駆
け
た
「
表
現
主
義
宣
言
」
と
で
も
称
す
べ
き
文
章

を
公
に
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
藝
術
家
の
「
人
格
」Persönlichkeit

に
無
限
の
権
威
を
認
め
「
絶
対
の
自
由
」absolute

Freiheit

を
探
求
し
、
緑
に
描
か
れ
た
太
陽
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
を
藝
術
家
の
「
心
地
よ
き
攻
撃
」angenehm

e
Ü

berfall

と
し
て
「
評

価
」schatzen

し
、
制
作
に
お
け
る
「
感
情
」G

efühl

の
成
就
と
し
て
、
藝
術
家
の
抱
い
た
「
快
の
情
趣
」G

em
ütsstim

m
ung

を
尊
重
す
る
立
場
を
表
明
し
て
い
た
（
２１
）

。
こ
れ
み
よ
が
し
に
ド
イ
ツ
語
の
語
彙
が
散
ら
嵌
め
ら
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
衒
学
臭
を
忌
避
す
る

向
き
も
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
は
逆
に
、
当
時
の
青
年
た
ち
の
欧
州
へ
の
渇
望
の
深
さ
も
計
測
で
き
よ
う
。
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「
絶
対
的
造
形
」

哲
学
者
の
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
五
）
も
こ
う
し
た
潮
流
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ツ
ェ

ラ
ンLudow

ig
C

oellen

（
一
八
七
五
―
一
九
四
五
）
の
著
作D

ie
neue

M
alerie

der
Im

pressionism
us

（
一
九
一
二
）
に
拠
っ
た

「
現
代
の
哲
学
」
の
な
か
で
西
田
は
セ
ザ
ン
ヌ
をG

estaltungstätigkeit

（
無
理
に
訳
す
な
ら
ば
「
造
形
構
築
力
」）
の
最
良
の
規
範
と

し
て
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
に
先
立
ち
、西
田
は
一
九
〇
九
年
の「
藝
術
の
対
象
界
」で
コ
ン
ラ
ー
ト
・
フ
ィ
ー
ド
ラ
ーK

onrad
Fiedler

（
一
八
四
一
―
一
八
九
五
）
を
典
拠
に
し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
う
ち
に
「
複
雑
な
る
藝
術
的
人
格
」eine

kom
plizierte

K
ünstlerpersön-

lichkeit

を
見
出
し
、
セ
ザ
ン
ヌ
に
特
有
の
藝
術
的
無
限
感
は
、
藝
術
家
の
「
精
神
的
な
生
の
表
出
」G

eistige
Lebensäusserung

を
通
し
て
「
表
象
的
意
識
」Vorstellendes

B
ew

ußtsein

を
具
体
化
す
る
と
こ
ろ
の
「
絶
対
的
造
形
」abosolute

G
estalltung

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
説
い
て
い
た
（
２２
）

。

本
章
の
冒
頭
で
言
及
し
た
中
井
宗
太
郎
は
、
京
都
府
立
絵
画
専
門
学
校
に
奉
職
し
て
い
た
が
、
彼
が
こ
う
し
た
潮
流
に
棹
さ
し
て

い
た
こ
と
は
、
も
は
や
明
白
だ
ろ
う
。
一
九
二
二
年
の
『
近
代
藝
術
概
論
』
に
お
い
て
、
中
井
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
探
求
が
「
自
我
と
自

然
と
神
―
絶
対
の
精
神
と
の
合
一
」
と
い
う
、
よ
り
高
次
の
統
一
性
を
目
指
し
た
営
み
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
中
井
は
次
の

よ
う
に
議
論
を
進
め
る
。

「（
セ
ザ
ン
ヌ
は
）
決
し
て
思
想
を
絵
画
で
物
語
ら
う
と
し
な
い
。
寧
ろ
そ
の
内
容
は
、
色
彩
を
施
し
た
形
の
魅
惑
の
た
め
に
消
え

失
せ
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
位
で
あ
る
。
普
通
の
人
の
描
い
た
林
檎
は
食
べ
て
み
た
い
と
思
は
せ
る
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
は

た
ゞ
見
た
だ
け
で
、
あ
ゝ
美
だ
！
と
叫
ば
し
め
る
、
深
く
実
在
が
顕
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
誰
が
皮
を
剥
が
う
と
す
る
ど
こ
ろ
か
、

其
を
一
生
懸
命
に
模
写
し
た
が
る
で
あ
ら
う
（
２３
）

」。

永
井
隆
則
氏
も
す
で
に
適
切
に
指
摘
す
る
と
お
り
、
中
井
が
こ
こ
に
引
き
合
い
に
出
す
逸
話
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
、
モ
ー
リ

ス
・
ド
ニ
が
ポ
ー
ル
・
セ
リ
ュ
ジ
エ
（
一
八
六
三
―
一
九
二
七
）
か
ら
得
た
と
主
張
す
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
教
え
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち

第�部 東西融合の夢と現実

198



「
実
用
性
と
か
、
表
象
さ
れ
た
物
体
と
い
う
考
え
そ
の
も
の
も
、
色
彩
を
施
さ
れ
た
形
態
の
前
で
は
消
滅
す
る
」
と
し
た
う
え
で
、

セ
リ
ュ
ジ
エ
は
、
右
に
中
井
が
訳
し
た
文
章
を
綴
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
拙
訳
を
あ
げ
る
。「
俗
な
画
家
の
描

い
た
林
檎
な
ら
、
取
っ
て
食
べ
た
い
な
、
と
思
う
。
だ
が
セ
ザ
ン
ヌ
の
林
檎
と
な
る
と
、
こ
れ
は
美
し
い
！
と
感
嘆
す
る
。
あ
え
て

そ
の
皮
を
剥
こ
う
な
ど
と
は
思
わ
ず
、
そ
れ
を
写
し
た
く
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が
セ
ザ
ン
ヌ
のspiritualism

e

（
精
神
主
義
）
で
あ
る
」。

そ
れ
が
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
の
伝
え
た
、
セ
リ
ュ
ジ
エ
の
言
葉
だ
っ
た
（
２４
）

。

変
貌
す
る
「
林
檎
」

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
、
中
井
は
突
然
、
フ
ラ
ン
ス
語
原
文
か
ら
逸
脱
す
る
。
そ
の
転
轍
機
と
な
っ
た
の
がspiritualism

e

と
い
う

用
語
だ
っ
た
。
哲
学
的
素
養
の
豊
か
な
中
井
は
、spiritualism

e

を
忠
実
に
「
唯
心
論
」
と
訳
し
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う

な
断
定
を
下
す
。
い
わ
く
「
こ
こ
に
セ
ザ
ン
ヌ
の
唯
心
論
が
成
り
立
つ
。
明
ら
か
に
セ
ザ
ン
ヌ
の
林
檎
の
絵
は
、
眼
を
透
か
し
て
精

神
に
囁
く
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
藝
術
の
本
質
が
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
」、
と
。
こ
う
し
て
意
想
外
な
換
骨
奪
胎
が
発
生
す
る
。

そ
も
そ
も
ド
ニ
が
意
味
す
るspiritualism

e
と
は
、
従
来
の
美
術
学
校
の
教
条
た
る
現
実
再
現
の
表
象representation

の
美
学
の

否
定
で
あ
り
、
そ
れ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
正
統
の
教
義
に
そ
っ
た
精
神
性
の
意
味
を
込
め
た
程
度
の
も
の
だ
っ
た
は
ず
。
と
こ
ろ
が
中
井

は
そ
れ
を
字
義
通
り
、
物
質
主
義m

aterialism

の
反
対
概
念
と
し
て
の
唯
心
論
と
捉
え
た
。
こ
こ
か
ら
、
制
作
を
通
じ
て
「
絶
対

の
精
神
と
の
合
一
」
を
実
現réaliser

す
る
セ
ザ
ン
ヌ
、
と
い
う
逸
脱
し
た
解
釈
が
展
開
し
始
め
る
。
見
落
と
し
て
な
ら
な
い
の
は
、

中
井
が
こ
のspiritualism

e

を
通
常
の
「
唯
心
論
」
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
西
洋
哲
学
な
ら
「
独
我
論
」solipsism

に
近
い
文
脈
に

平
然
と
読
み
替
え
て
い
る
こ
と
だ
。
実
際
、
中
井
は
続
け
て
こ
う
宣
言
す
る
。「
セ
ザ
ン
ヌ
の
林
檎
は
ま
こ
と
に
一
に
し
て
全
を
兼

ね
、
一
に
し
て
一
切
に
通
ず
る
所
の
十
全
の
境
に
高
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
。

フ
ラ
ン
ス
語
原
文
と
は
ま
っ
た
く
無
縁
の
こ
の
思
想
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
登
場
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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「
一
即
多
・
多
即
一
」「
一
即
一
切
」
と
い
え
ば
、
こ
れ
は
華
厳
経
の
思
想
で
あ
る
。
そ
し
て
華
厳
経
を
象
徴
主
義
の
文
脈
で
読
み

直
す
試
み
が
当
時
、
中
井
の
周
辺
で
進
ん
で
い
た
。
中
井
が
指
導
し
た
国
画
創
作
協
会
の
中
心
人
物
に
は
土
田
麦
僊
（
一
八
八
七
―

一
九
三
六
）
が
居
る
が
、
そ
の
弟
で
文
藝
評
論
家
と
し
て
著
名
な
土
田
杏
村
（
一
八
九
一
―
一
九
三
四
）
も
、
そ
の
最
先
端
の
ひ
と
り

だ
っ
た
。
杏
村
は
、
一
九
二
二
年
に
は
『
華
厳
哲
学
小
論
攷
』
を
刊
行
し
、
華
厳
思
想
を
西
洋
世
紀
末
の
象
徴
主
義
か
ら
解
明
し
よ

う
と
し
て
い
た
（
２５
）

。
こ
う
し
た
知
的
環
境
の
な
か
に
あ
っ
て
、
中
井
宗
太
郎
も
ま
た
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
思
想
を
、
唯
識
や
華
厳
の
仏
教
思

想
へ
と
接
木
し
て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
期
せ
ず
し
て
、
同
時
期
の
極
東
で
は
「
物
心
一
如
」「
全
一
混
融
の
生

命
」
と
い
っ
た
用
語
に
よ
る
セ
ザ
ン
ヌ
理
解
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

セ
ザ
ン
ヌ
主
義
の
実
践

そ
の
中
井
宗
太
郎
の
感
化
を
受
け
て
一
九
一
八
年
に
京
都
に
成
立
し
た
国
画
創
作
協
会
は
、
そ
れ
自
体
、
雑
誌
『
白
樺
』
の
影
響

下
に
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
そ
の
会
員
の
一
人
、
小
野
竹
橋
（
の
ち
に
竹
喬
、
一
八
八
九
―
一
九
七
〇
）
は
、
当
時
セ
ザ
ン
ヌ
の
画
風

を
日
本
画
に
取
り
込
も
う
と
苦
心
を
払
っ
て
い
た
。
瀬
戸
内
海
の
笠
置
を
描
い
た
《
郷
土
風
景
》（
一
九
一
七
）（
図
8
―

9
）
の
連
作

は
、
前
景
の
樹
木
の
幹
の
あ
い
だ
か
ら
、
背
景
に
虚
空
蔵
山
が
覗
く
趣
向
を
呈
す
る
。
こ
の
「
構
築
的
」
な
構
図
の
み
な
ら
ず
、
連

作
と
い
う
構
想
か
ら
も
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
聖
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
の
連
作
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
が
如
実
に
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
郷
里

の
風
景
を
南
仏
の
エ
ク
ス
近
郊
に
「
見
立
て
る
」
と
い
う
連
想
は
、
周
縁
文
化
圏
と
し
て
の
日
本
が
中
心
文
化
圏
へ
の
憧
れ
を
表
明

す
る
た
め
の
、
伝
統
的
な
詩
的
趣
向
だ
っ
た
。
か
つ
て
の
中
国
へ
の
思
慕
が
、
こ
こ
で
は
西
欧
へ
の
憧
れ
へ
と
転
調
し
て
い
る
。
同

様
の
趣
向
は
、
す
で
に
油
彩
画
家
の
中
村
彝
（
一
八
八
七
―
一
九
二
四
）
が
、《
大
島
風
景
》（
一
九
一
五
）
で
東
京
の
南
に
位
置
す
る

火
山
島
を
セ
ザ
ン
ヌ
調
の
筆
致
で
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
試
み
て
い
た
。
ま
た
少
し
後
に
は
林
倭
衛
（
一
八
九
五
―
一
九
四
五
）
が
一
九

二
五
年
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
の
お
り
に
エ
ク
ス
巡
礼
を
果
た
し
、
シ
ャ
ト
ー
・
ノ
ワ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す
る
セ
ザ
ン
ヌ
の
故
地
で
実
際
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に
《
聖
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
山
》
ほ
か
の
制
作
に
携
わ
っ
て
い
る
（
２６
）

。

小
野
竹
橋
や
土
田
麦
僊
ら
も
一
九
二
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
、
洋
画
家
の
黒
田
重
太
郎
（
一
八
八
七
―
一
九
七
〇
）
を
通
訳
兼
案
内

役
と
し
て
欧
州
美
術
巡
礼
に
旅
立
っ
て
い
る
。
黒
田
は
『
セ
ザ
ン
ヌ
以
降
』（
一
九
二
〇
）
や
『
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
と
象
徴
派
』（
一
九

二
一
）
ほ
か
の
著
述
で
知
ら
れ
た
事
情
通
で
あ
っ
た
。
小
野
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
風
景
の
《
ポ
ン
テ
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
》
な
ど
に
は
、
セ

ザ
ン
ヌ
風
と
い
う
以
上
に
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
立
体
的
構
図
把
握
を
実
験
し
た
形
跡
が
濃
厚
で
あ
り
、
ま
た
土
田
麦
僊
の
パ
リ
滞
在
中

の
習
作
《
巴
里
の
女
》『
一
九
二
四
）
を
、
黒
田
重
太
郎
の
木
炭
デ
ッ
サ
ン
《
薔
薇
の
花
を
持
つ
女
》（
一
九
二
二
）
な
ど
と
比
較
す

れ
ば
、
ふ
た
り
が
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に
あ
っ
た
ア
ン
ド
レ
・
ロ
ー
ト
（
一
八
八
五
―
一
九
六
二
）
の
画
塾
に
出
席
し
、
立
体
派
風
の
構
図

の
稽
古
に
勤
し
ん
だ
ら
し
い
様
子
も
彷
彿
と
す
る
（
２７
）

。
そ
れ
を
前
提
と
し
て
、
麦
僊
の
帰
国
後
の
大
作
《
舞
妓
林
泉
図
》（
一
九
二
四
）

（
図
8
―

10
）
の
背
景
に
見
え
る
回
遊
式
の
日
本
庭
園
の
築
山
、
と

り
わ
け
そ
の
植
え
込
み
に
注
目
し
よ
う
。
こ
こ
に
は
「
球
と
円
筒

と
円
錐
」
に
よ
っ
て
自
然
を
描
け
と
い
う
、
エ
ミ
ー
ル
・
ベ
ル
ナ

ー
ル
経
由
で
人
口
に
膾
炙
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
教
条
が
、
忠
実
に
実

践
に
移
さ
れ
て
い
る
様
子
も
、
如
実
に
実
感
で
き
る
（
２８
）

。

小
出
楢
重
と
『
油
絵
新
技
法
』

こ
う
し
た
パ
リ
短
期
留
学
組
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
注
目
す
べ

き
が
大
阪
出
身
の
洋
画
家
の
小
出
楢
重
（
一
八
八
七
―
一
九
三
一
）

だ
ろ
う
。
二
科
会
賞
受
賞
作
《
Ｎ
の
家
族
》（
一
九
一
九
）
に
は
小

出
の
家
族
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
手
前
の
机
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

図8 ― 9 小野竹喬《郷土風景》１９１７年 京都国

立近代美術館

Ono Chikkyô, Homelandscape，１９１７，The National
Museum of Modern Art, Kyoto
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ト
で
ホ
ル
ベ
イ
ン
と
字
の
読
め
る
書
物
と
と
も
に
、
な
ぜ
か
場
違
い
な
果
物
籠
が
置
い
て
あ
る
。
筆
致
か
ら
し
て
も
セ
ザ
ン
ヌ
へ
の

目
配
せ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ
の
小
出
は
同
時
期
に
欧
州
に
短
期
間
滞
在
し
た
が
、
交
流
の
あ
っ
た
国
画
創
作
協
会
の
仲
間

た
ち
と
は
対
照
的
に
も
、（
ジ
ー
ノ
・
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
命
名
す
る
と
こ
ろ
の
）「
セ
ザ
ン
ヌ
主
義
」
の
洗
礼
か
ら
は
批
判
的
な
距
離
を
保
持

し
た
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
小
出
楢
重
が
セ
ザ
ン
ヌ
に
無
理
解
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
は
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
他
人
の
模
倣
は
し
な
い
と
い
う
セ
ザ
ン
ヌ
の
精
神
に
忠
実
な
れ
ば
こ
そ
、
小
出
楢
重
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
裸
婦
を
皮
相
に
模
倣
す
る

こ
と
は
避
け
、
小
出
独
自
の
油
彩
技
法
を
開
発
し
て
、
そ
の
早
い
晩
年
に
、
日
本
的
な
裸
婦
像
や
静
物
画
を
量
産
し
て
ゆ
く
（
図
8

―

11
）。

そ
の
小
出
は
『
油
絵
新
技
法
』（
一
九
三
〇
）
と
い
う
著
書
を
遺
し
た
。
そ
こ
に
は
、
油
彩
画
の
歴
史
に
対
す
る
小
出
の
仮
借
な
い

解
釈
が
開
陳
さ
れ
て
い
る
。「
私
の
考
え
に
よ
る
と
、
十
六
世
紀
の
時
代
に
お
い
て
そ
の
全
盛
期
で
あ
り
、
油
絵
技
法
の
最
頂
点
を

示
し
、
そ
の
時
代
と
人
間
の
生
活
と
の
親
密
に
し
て
必
然
の
要
求
に
よ
る
結
合
と
、
無
理
の
な
い
発
達
の
極
度
に
ま
で
達
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
以
後
の
西
洋
に
あ
っ
て
は
（
…
）
油
絵
芸
術
は
習
慣
と
惰
性
と
に
よ
っ
て
、
と
も
か
く
も
連
続
は
し
て

図8 ― 10 土田麦僊《舞妓林泉

図》１９２４年、京都国立近代美術館

Tsuchida Bakusen, Une fille ja-
ponaise au jardin，１９２４，The Na-
tional Museum of Modern Art,
Kyoto
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い
た
訳
で
あ
る
が
眠
気
を
催
す
べ
き
性
質
の
も
の
と
な
り
、
芸
術
と
し
て
の
価
値
は
下
向
し
て
来
た
」。
そ
し
て
小
出
の
診
断
に
よ

れ
ば
、
西
欧
絵
画
は
自
分
で
も
「
再
び
（
…
）
壮
大
な
も
の
を
生
む
べ
き
時
代
は
お
そ
ら
く
来
ま
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
」。

こ
れ
が
油
彩
画
の
現
状
に
対
す
る
小
出
の
容
赦
な
い
評
価
で
あ
っ
た
。
で
は
そ
う
し
た
中
で
日
本
は
い
か
な
る
歴
史
を
た
ど
り
、
今

後
の
将
来
に
ど
う
対
処
す
べ
き
な
の
か
。

小
出
に
よ
れ
ば
、
十
九
世
紀
後
半
に
ア
カ
デ
ミ
ー
の
絵
画
教
育
が
没
落
し
、
印
象
派
以
降
の
潮
流
に
注
目
が
集
ま
っ
て
以
来
、

「
西
洋
人
は
形
を
く
ず
そ
う
と
し
て
努
力
し
た
」
の
だ
と
い
う
。
も
は
や
透
視
図
法
も
、
陰
影
法
も
、
肉
付
け
も
過
去
の
知
識
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
西
洋
の
油
彩
画
を
習
得
し
始
め
た
日
本
人
は
、
し
た
が
っ
て
「
こ
れ
以
上
く
ず
し
よ
う

の
な
い
形
を
描
く
事
に
お
い
て
妙
を
得
て
い
た
」
と
い
う
め
ぐ
り
合
わ
せ

と
な
る
。
だ
が
こ
の
偶
然
の
一
致
は
、
小
出
に
よ
れ
ば
「
甚
だ
僥
倖
な

事
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
譬
え
て
言
え
ば
「
他
人
の
離
縁
状
を
使
っ
て
新

し
き
妻
君
を
得
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
、
こ
の

大
正
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
の
痛
快
な
お
見
立
て
で
あ
っ
た
（
２９
）

。

こ
う
し
た
次
第
で
あ
る
か
ら
、
小
出
楢
重
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
「
主
観
的

変
形
」
を
金
科
玉
条
と
し
て
自
作
に
適
用
す
る
必
要
な
ど
、
ハ
ナ
か
ら
感

じ
て
い
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。
実
際
、
小
出
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
価
値
を
次

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
セ
ザ
ン
ヌ
以
降
、「
絵
画
の
形
式

や
組
織
が
単
純
化
さ
れ
、
神
経
は
鋭
く
な
り
、
画
面
は
狭
ま
っ
て
来
た
以

上
は
そ
の
一
点
一
画
は
す
こ
ぶ
る
重
大
な
役
目
を
な
す
事
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
空
の
一
抹
樹
木
の
一
点
、
背
景
の
一
筆
の
触
覚
は
悉

図8 ― 11 小出楢重《蔬菜静物》１９２５年

東京国立近代美術館

Koidé Narashigué, Vegetables，１９２５，The National Mu-
seum of Modern Art, Tokyo
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く
個
人
の
一
触
で
あ
り
一
抹
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
３０
）

」。
そ
し
て
す
で
に
読
者
も
先
刻
予
想
さ
れ
た
と

お
り
、
小
出
は
こ
う
し
た
セ
ザ
ン
ヌ
以
降
の
筆
致
を
重
視
し
た
制
作
の
裡
に
、
中
国
の
書
画
の
運
筆
に
通
じ
る
も
の
を
見
出
し
た
。

そ
こ
か
ら
彼
が
導
い
た
推
論
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「（
近
代
絵
画
に
お
い
て
発
生
し
た
事
態
）
は
書
の
精
神
に
も
、
あ
る
い
は
ま
た
南
宋
画
の
精
神
と
も
共
通
す
る
処
の
者
で
あ
る
。
南

宋
画
が
北
画
に
対
し
て
起
っ
た
原
因
と
丁
度
近
代
絵
画
が
湧
出
し
た
事
と
は
、
す
こ
ぶ
る
そ
れ
も
類
似
せ
る
事
を
私
は
感
じ
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
の
技
法
と
精
神
に
お
い
て
も
、
そ
の
単
化
と
個
人
的
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
心
の
動
き
あ
る
事
に
お
い
て
、
そ
の

絵
画
の
技
法
が
持
つ
表
情
に
お
い
て
、
半
ば
一
致
せ
る
点
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
近
代
絵
画
の
技
法
は
全
く
、
そ
の
墨
絵
の
集
合
体

だ
と
も
い
い
得
る
、（
…
）
要
す
る
に
、
作
家
の
心
の
表
現
に
役
立
た
な
い
処
の
あ
ら
ゆ
る
複
雑
な
衣
服
を
脱
し
、
う
る
さ
き
技
法

を
煎
じ
詰
め
、
あ
っ
て
も
な
く
て
も
い
い
も
の
す
べ
て
を
省
略
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
近
代
技
法
の
特
質
で
あ
る
と
思
う
（
３１
）

」。

東
洋
の
賢
者

小
出
楢
重
の
見
解
は
け
っ
し
て
彼
一
個
の
意
見
で
も
な
け
れ
ば
、
時
代
的
に
突
出
し
た
先
見
の
明
で
も
な
か
っ
た
（「
単
化
」
は
高

村
光
太
郎
のsim

ptification

と
同
一
だ
ろ
う
）。
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
南
宋
の
い
わ
ゆ
る
南
画
的
傾
向
の
復
興
が
ひ
と
つ
の
流

行
を
呈
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
極
東
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
性
格
づ
け
、
そ
の
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
に
も
特
有
の
次
元
を
付
け
加
え
る

こ
と
と
な
る
。
こ
こ
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
が
富
岡
鐵
斎
（
一
八
三
六
―
一
九
二
四
）
の
事
例
で
あ
る
。

医
学
博
士
、
大
田
正
雄
は
筆
名
、
木
下
杢
太
郎
（
一
八
八
五
―
一
九
四
五
）
と
し
て
知
ら
れ
る
詩
人
・
文
筆
家
で
あ
り
、
先
に
触
れ

た
と
お
り
、『
白
樺
』
の
論
敵
と
し
て
も
名
を
な
し
た
。
一
九
一
一
年
に
『
美
術
新
報
』
に
掲
載
し
た
「
洋
画
に
お
け
る
非
自
然
主

義
的
傾
向
」
で
杢
太
郎
は
ヴ
ァ
シ
リ
ー
・
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
一
八
六
六
―
一
九
四
四
）
の
『
藝
術
に
お
け
る
精
神
的
な
る
も
の
』

（
一
九
〇
八
）
に
い
ち
早
く
注
目
し
、
東
洋
の
文
人
画
に
「
頽
廃
の
神
経
藝
術
」
の
一
種
を
見
る
見
解
を
展
開
し
て
み
せ
た
。
世
紀
末
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の
頽
廃
に
お
け
る
「
神
経
藝
術
」
と
は
、
マ
イ
ヤ
ー＝

グ
レ
ー
フ
ェ
や
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ム
ー
タ
ー
（
一
八
六
〇
―
一
九
〇
九
）
ら
が
世

紀
末
転
換
期
の
ヴ
ィ
ー
ン
分
離
派
を
弁
じ
る
際
に
利
用
し
たN

ervenkunst

の
訳
語
だ
ろ
う
。
そ
の
文
脈
で
杢
太
郎
は
セ
ザ
ン
ヌ

に
も
過
た
ず
言
及
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
白
樺
派
の
連
中
な
ど
よ
り
も
、
自
分
の
ほ
う
が
遥
か
に
欧
州
の
美
術
事
情
に
精
通
し
て
い

る
と
い
う
、
杢
太
郎
の
自
負
心
が
露
呈
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
杢
太
郎
は
偶
然
に
も
同
じ
一
九
一
一
年
の
暮
れ
に
ド
イ
ツ
の
東
洋

美
術
研
究
者
、
ク
ル
ト
・
グ
ラ
ー
ザ
ー
（
一
八
七
九
―
一
九
四
三
）
の
通
訳
に
借
り
出
さ
れ
た
。
京
都
に
旅
し
た
グ
ラ
ー
ザ
ー
は
、
富

岡
鐵
斎
に
会
う
機
会
を
得
た
初
め
て
の
西
洋
人
と
な
る
。
当
時
、
七
十
代
半
ば
を
迎
え
た
鐵
斎
は
、
最
後
の
文
人
画
家
と
の
異
名
を

と
っ
て
い
た
。

後
の
こ
と
と
な
る
が
、
一
九
二
一
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
欧
州
滞
在
を
果
た
し
た
正
宗
得
三
郎
（
一
八
八
三
―
一
九
六
二
）
の
回

想
に
よ
れ
ば
、
ベ
ル
リ
ン
で
グ
ラ
ー
ザ
ー
に
会
っ
た
正
宗
は
、
グ
ラ
ー
ザ
ー
の
美
術
館
執
務
室
で
、
鐵
斎
と
セ
ザ
ン
ヌ
の
単
彩
と
を

そ
の
場
で
じ
か
に
見
比
べ
て
品
定
め
を
す
る
よ
う
に
誘
わ
れ
た
ら
し
い
（
３２
）

。
ち
ょ
う
ど
そ
れ
に
前
後
す
る
一
九
二
二
年
に
グ
ラ
ー
ザ
ー

は
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
の
素
描
や
版
画
の
複
製
画
帳
を
公
刊
し
て
い
る
。
そ
の
序
文
解
説
で
、
グ
ラ
ー
ザ
ー
は
マ
ネ
の
素
描
を
東

洋
の
水
墨
画
と
比
較
し
て
、「
マ
ネ
の
素
描Zeichnung

が
も
は
や
下
描
きStudies

で
は
な
い
の
と
同
様
、
近
代
の
油
彩G

em
älde

は
も
は
や
か
つ
て
の
絵
画M

alerei

の
役
割
を
担
っ
て
は
い
な
い
」
と
主
張
し
た
。
グ
ラ
ー
ザ
ー
の
意
図
は
明
白
だ
ろ
う
。
一
方
で

欧
州
の
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
か
つ
て
支
配
的
だ
っ
た
絵
画
と
素
描
の
上
下
位
階
関
係
は
、
東
洋
の
伝
統
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
も
は

や
通
用
し
な
い
と
宣
告
し
、
他
方
で
マ
ネ
は
「
断
片
」
ば
か
り
で
セ
ザ
ン
ヌ
は
「
未
完
成
」
で
し
か
な
い
、
と
い
っ
た
批
判
を
も
、

東
洋
の
水
墨
の
筆
跡T

uschem
alerei

の
伝
統
を
盾
に
し
て
擁
護
し
よ
う
、
と
い
う
巧
み
な
両
面
作
戦
で
あ
る
（
３３
）

。

「
モ
ダ
ニ
ス
ト
」
鐵
斎

そ
う
し
た
関
心
を
や
が
て
表
明
す
る
こ
と
と
な
る
グ
ラ
ー
ザ
ー
。
彼
の
日
本
訪
問
は
一
九
一
一
年
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
単
な
る
偶
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然
で
は
片
付
か
な
い
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
東
洋
の
受
容
と
い
う
文
脈
で
は
、
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
ラ
ー
（
一
八
六
〇
―
一
九
一
一
）
が
唐

詩
に
取
材
し
た
『
大
地
の
歌
』（
一
九
〇
七
―
八
）
と
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
ド
ゥ
ブ
リ
ン
（
一
八
七
八
―
一
九
五
七
）
が
老
荘
思
想
に
感
応

し
た
『
王
倫
の
三
跳
躍
』（
一
九
一
三
）
と
に
挟
ま
れ
た
時
期
と
な
る
が
、
一
九
一
一
年
と
い
え
ば
辛
亥
革
命
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
に

続
く
時
期
、
日
本
に
は
呉
昌
碩
（
一
八
四
四
―
一
九
二
七
）
を
は
じ
め
と
す
る
著
名
な
清
朝
遺
臣
が
亡
命
し
、
富
岡
鐵
斎
、
内
藤
湖
南

（
一
八
六
六
―
一
九
三
四
）、
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
―
一
九
四
二
）
を
始
め
と
す
る
京
都
の
文
人
た
ち
と
交
際
を
結
ん
で
ゆ
く
（
３４
）

。
中
華
民

国
成
立
期
の
混
乱
の
な
か
で
多
く
の
文
物
が
日
本
に
将
来
さ
れ
、
中
国
の
文
人
書
家
た
ち
が
招
か
れ
た
こ
と
も
、
極
東
の
島
国
に
お

い
て
文
人
画
が
流
行
を
み
せ
、
南
画
復
興
の
機
運
が
高
ま
る
う
え
で
の
下
地
を
な
す
こ
と
と
な
っ
た
。

い
さ
さ
か
意
外
な
事
態
だ
が
、
富
岡
鐵
斎
は
一
八
三
六
年
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
マ
ネ
（
一
八
三
二
―
一
八
八

三
）
よ
り
四
歳
年
少
、
一
八
三
九
年
生
ま
れ
の
セ
ザ
ン
ヌ
よ
り
は
三
歳
年
長
、
文
字
通
り
の
同
世
代
人
だ
っ
た
。
極
東
の
最
後
の
学

者
文
人
画
家
は
、
実
際
に
は
西
欧
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
最
初
期
の
立
役
者
た
ち
に
伍
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
資
格
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

両
者
を
結
び
付
け
る
グ
ラ
ー
ザ
ー
の
比
較
も
け
っ
し
て
荒
唐
無
稽
で
は
な
か
っ
た
。
八
十
代
に
な
っ
た
鐵
斎
は
画
業
に
お
い
て
も
著

し
い
進
境
を
見
せ
、
人
気
を
誇
っ
て
い
た
。
遥
か
後
の
一
九
五
一
年
に
な
る
が
、
小
野
竹
喬
（
改
名
後
）
は
晩
年
の
講
演
で
、
若
き

日
に
京
都
で
偶
然
、
鐵
斎
の
作
品
を
目
に
し
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
に
劣
ら
ぬ
新
鮮
さ
に
驚
い
た
、
と
い
う
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。

図8 ― 12
富岡鉄斎 太湖競漁図

（１９２１年作、８６歳）

Tomioka Tessai, Fishing
at the Lake of Taihu，１９２１
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「
大
正
六
、
七
（
一
九
一
七
―
八
）
年
、
京
都
・
四
条
祇
園
の
平
安
画
房
に
鐵
斎
翁
の
作
品
が
よ
く
陳
列
さ
れ
、
強
く
心
を
打
た
れ

た
。
そ
れ
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
そ
の
頃
の
複
製
で
見
る
心
の
打
た
れ
方
と
共
通
の
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
新
鮮
さ
と
共
に
、
実
在
性
を
感

じ
た
。
鐵
斎
翁
の
作
品
が
、
一
作
と
し
て
世
間
を
あ
つ
と
言
わ
せ
よ
う
と
か
、
面
白
く
見
せ
よ
う
と
か
、
さ
う
い
つ
た
虚
偽
の
世
界

を
少
し
も
も
つ
て
ゐ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
翁
は
、
あ
る
が
儘
の
自
分
の
持
ち
物
を
、
し
か
も
自
信
を
持
つ
て
力
強
く
出
し
切
つ
て
ゐ

る
。
強
い
き
つ
〔
屹
〕
線
や
覇
気
に
似
た
や
う
な
線
も
ひ
か
れ
て
ゐ
る
が
、
決
し
て
強
が
つ
た
り
、
覇
気
ば
か
り
出
た
線
で
は
な
い
。

鐵
斎
翁
の
生
活
の
底
力
（
即
ち
精
神
力
）
が
物
を
い
つ
た
味
は
ひ
の
深
い
線
で
あ
る
。
か
う
い
ふ
と
こ
ろ
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
底
力
と

も
一
脈
通
ふ
や
う
に
感
じ
ら
れ
る
。《
太
湖
競
漁
図
》（
図
8
―

12
）
は
八
四
歳
の
と
き
の
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
一
線
一
筆
に
生
ま

生
ま
し
さ
が
み
な
ぎ
つ
て
活
き
活
き
と
し
て
ゐ
る
。
翁
の
作
品
に
は
、
詠
嘆
的
詩
情
は
存
在
し
な
い
。
全
く
一
つ
の
確
固
と
し
た
物

の
存
在
と
し
て
造
形
的
な
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
ム
を
持
つ
て
ゐ
る
。
即
ち
こ
れ
が
翁
の
作
品
の
、
強
く
私
た
ち
を
捉
へ
る
と
こ
ろ
の
近
代
性

格
に
通
じ
る
絵
画
の
面
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
（
３５
）

」。

こ
う
し
た
状
況
が
、
や
が
て
日
本
の
敗
戦
後
、
講
和
条
約
直
後
か
ら
、
鐵
斎
が
欧
米
で
回
覧
展
示
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
そ
こ
に

「
東
洋
の
セ
ザ
ン
ヌ
」
を
見
る
よ
う
な
評
価
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
る
。
い
さ
か
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
風
評
と
は
い
え
、
こ

れ
も
全
球
的
セ
ザ
ン
ヌ
効
果
の
一
面
を
な
す
（
３６
）

。

3

東
洋
回
帰
の
道
程

気
韻
生
動
と
感
情
移
入

印
象
派
以
降
の
西
洋
画
家
た
ち
と
東
洋
の
文
人
画
あ
る
い
は
南
画
と
を
比
較
す
る
言
説
は
、
た
だ
の
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
極
東

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
帰
趨
に
お
い
て
或
る
必
然
を
帯
び
て
い
た
。
洋
画
家
の
重
鎮
と
な
る
藤
島
武
二
（
一
八
六
七
―
一
九
四
三
）
は
同
じ
一
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九
一
一
年
に
こ
う
所
感
を
漏
ら
し
て
い
た
。「
ゴ
ー
ガ
ン
や
セ
ザ
ン
ヌ
や
ワ
ン
ゴ
ー
グ
な
ど
は
、
心
理
学
的
見
地
か
ら
、
研
究
し
た

ら
、
大
雅
堂
や
蕪
村
、
蕭
白
な
ど
と
、
共
通
の
と
こ
ろ
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
。
邦
画
の
最
も
高
尚
な
る
趣
致
を
味
は
ひ
得
る
者
は
、

ゴ
ー
ガ
ン
か
ら
セ
ザ
ン
ヌ
を
解
釈
し
得
る
人
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」、
と
（
３７
）

。
類
例
の
証
言
は
数
多
い
が
、
美
術
史
家
の
森
田
亀
之
助

（
一
八
八
三
―
一
九
六
六
）
は
一
九
一
五
年
に
は
次
の
よ
う
な
極
論
を
辞
さ
な
い
。「
キ
ュ
ビ
ズ
ム
に
至
る
ま
で
の
西
洋
絵
画
の
新
傾
向

に
お
け
る
「
東
洋
藝
術
の
影
響
」
に
つ
い
て
、
即
ち
、
ポ
ス
ト
・
ア
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ
ズ
ム
以
来
、
洋
画
は
い
ち
ぢ
る
し
く
東
洋
画

的
に
な
っ
て
来
た
。
謂
い
換
へ
れ
ば
主
観
的
に
な
っ
て
き
た
。
セ
ザ
ン
ヌ
。
ゴ
オ
ガ
ン
。
ゴ
ッ
ホ
。
マ
チ
ス
な
ど
の
画
風
な
ど
は
、

全
く
西
洋
の
日
本
画
と
称
し
て
も
よ
い
位
で
あ
る
。（
中
略
）
東
洋
の
所
謂
文
人
画
や
浮
世
絵
と
、
ポ
ス
ト
・
ア
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ニ

ズ
ム
に
因
縁
あ
る
泰
西
画
人
の
作
と
を
比
較
対
照
す
れ
ば
、
蓋
し
思
ひ
半
ば
に
す
ぐ
る
も
の
が
あ
ら
う
」
と
（
３８
）

。

こ
う
し
た
類
比
を
試
み
た
の
は
、
日
本
人
に
留
ま
ら
な
い
。
一
九
一
三
年
の
歴
史
的
な
ア
ー
モ
リ
ー
・
シ
ョ
ウ
に
取
材
し
た
米
国

の
記
者
、
ア
ー
サ
ー
・
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
エ
デ
ィ
（
一
八
六
九
―
一
九
二
〇
）
は
『
立
体
派
と
後
期
印
象
主
義
』（
一
九
一
四
）
で
こ
う
述

べ
る
。
日
本
人
た
ち
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
慣
習
に
則
っ
た
美
術
様
式
よ
り
も
、
西
欧
の
最
新
流
行
の
ほ
う
が
自
分
た
ち
の
性
に
合
っ
て

い
る
、
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
に
は
彼
ら
が
古
来
慈
し
ん
で
き
た
美
学
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
と
。
そ
う
し
た
発
言
を
取
り
上
げ
た

エ
デ
ィ
は
、
そ
の
う
え
で
「
美
術
に
お
け
る
日
本
精
神
」
と
はseidô

（
生
動
）
な
の
だ
、
と
事
情
通
ぶ
り
を
開
陳
し
て
み
せ
る
（
３９
）

。

お
り
か
ら
支
那
学
者
の
田
中
豊
蔵
（
一
八
八
一
―
一
九
四
八
）
は
同
年
『
国
華
』
誌
で
「
気
韻
生
動
」
を
論
じ
、
文
物
の
表
象
再
現
に

よ
る
こ
と
な
く
色
彩
と
線
描
と
に
よ
っ
て
詩
的
感
興
や
感
情
を
喚
起
す
る
生
命
運
動
、
と
定
義
す
る
（
４０
）

。
こ
れ
が
、
右
に
引
い
た
高
村

光
太
郎
の
ド
イ
ツ
語
の
用
例
と
き
わ
め
て
高
い
親
和
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
明
ら
か
だ
ろ
う
。

一
九
一
七
年
に
な
る
と
、
同
じ
『
国
華
』
で
編
集
主
幹
の
瀧
精
一
（
一
八
七
三
―
一
九
四
五
）
が
「
大
和
絵
及
び
南
画
の
復
興
」
の

兆
候
を
論
じ
、
同
じ
号
で
田
中
豊
蔵
が
「
所
謂
南
画
的
新
傾
向
に
つ
い
て
」
論
評
し
、
近
年
の
南
画
復
興
の
機
運
を
、
印
象
派
以
降

の
画
風
の
流
行
に
起
因
す
る
も
の
と
解
釈
し
、
そ
こ
に
精
神
的
な
必
然
性
を
見
出
す
（
４１
）

。
梅
澤
和
軒
（
一
八
七
一
―
一
九
三
一
）
が
大
著
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『
日
本
南
画
史
』
を
刊
行
す
る
の
は
翌
一
九
一
八
年
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
末
尾
で
日
本
の
と
る
べ
き
進
路
と
し
て
、
最
新
泰
西
の
流

行
に
軽
薄
に
追
従
す
る
の
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
日
本
主
義
の
島
国
根
性
を
も
払
拭
し
て
、
東
洋
主
義
の
大
義
に
つ
く
べ
し
と
の
教
訓

を
垂
れ
る
（
４２
）

。
梅
澤
和
軒
は
一
九
二
一
年
に
は
「
表
現
主
義
の
流
行
と
文
人
画
の
復
興
」
を
『
早
稲
田
文
学
』
に
掲
載
し
、
こ
れ
ら
ド

イ
ツ
起
源
の
表
現
主
義
と
、
東
洋
に
お
け
る
文
人
画
の
復
興
と
の
両
者
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
同
時
並
行
現
象
で
あ
る
と

す
る
理
解
を
示
し
、
そ
の
う
え
で
日
本
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ポ
ス
ト
印
象
主
義
や
、
未
来
主
義
、
立
体
主
義
な
ど
の
折
衷
に
他
な
ら
な

い
ド
イ
ツ
由
来
の
表
現
主
義
に
追
随
す
る
の
で
は
な
く
、
東
洋
の
文
人
画
の
精
神
を
具
現
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
持
論
を
展
開
す
る
（
４３
）

。

こ
う
し
た
文
脈
で
特
筆
大
書
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
、「
気
韻
生
動
」
だ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
東
洋
の
理
念
は
、
折
か
ら
流

行
を
見
て
い
た
テ
オ
ド
ー
ル
・
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
の
概
念
と
、
ま
た
し
て
も
交
差
す
る
こ
と
と
な
る
。
中
国
美
術
史
を
専
攻
す

る
伊
勢
専
一
郎
（
一
八
九
一
―
一
九
四
八
）
は
『
支
那
の
絵
画
』（
一
九
二
二
）
で
リ
ッ
プ
ス
の
感
情
移
入
理
論
は
す
で
に
千
四
百
年
前

の
中
国
五
世
紀
、
六
朝
期
の
謝
赫
が
説
い
た
「
気
韻
生
動
」
に
よ
っ
て
「
論
破
」
さ
れ
て
い
る
、
と
東
洋
優
位
論
を
説
く
。
同
志
社

大
学
の
園
頼
三
（
一
八
九
一
―
一
九
七
三
）
は
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
『
藝
術
に
お
け
る
精
神
的
な
も
の
』
の
全
訳
を
な
し
た
美
学
者

だ
が
、
同
じ
く
一
九
二
二
年
の
『
藝
術
創
造
の
心
理
』
で
「
気
韻
生
動
」
の
理
念
が
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
説
く
純
粋
絵
画
的
構
図

R
ein−m

alerische
K

om
position

す
な
わ
ち
、
精
神
の
内
な
る
響
きInnere

K
lang

を
伝
達
す
べ
き
内
的
必
然
性Innere

N
ot-

w
endigkeit

を
形
態
言
語Form

en−sprache

お
よ
び
色
彩
言
語Farben−sprach

に
よ
っ
て
構
成
す
る
と
い
う
考
え
と
極
め
て
類

似
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
（
４４
）

。

フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ト

日
本
に
お
け
る
最
初
期
の
野
獣
派
た
る
萬
鐵
五
郎
（
一
八
八
五
―
一
九
二
七
）
が
、
こ
れ
ま
た
早
す
ぎ
る
死
の
直
前
に
書
き
残
し
た

「
東
洋
画
復
帰
問
題
の
帰
趨
」
を
、
こ
う
し
た
文
脈
の
延
長
上
に
置
き
な
お
し
て
み
よ
う
。
西
洋
画
に
は
精
巧
な
も
の
、
驚
嘆
に
値

す
る
作
品
は
あ
る
が
、「
高
い
感
じ
」
を
与
え
る
も
の
が
少
な
い
。
例
外
的
に
文
学
的
で
な
く
高
い
感
じ
を
与
え
る
の
は
、「
甚
だ
し

く
東
洋
画
に
接
近
し
た
も
の
」
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
ジ
ォ
ッ
ト
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
な
ど
だ
、
と
議
論
を
進
め
た
萬
は
、
こ
う
断
言
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（
マ
マ
）

す
る
。「
ゼ
ザ
ン
ヌ
や
、
ゴ
ツ
ホ
の
如
き
は
筆
の
リ
ズ
ム
、
色
の
リ
ズ
ム
、
又
構
図
の
上
に
も
リ
ズ
ム
が
あ
る
が
、
南
画
の
筆
韻
、

墨
韻
と
共
通
な
る
も
の
で
、
南
画
の
第
一
条
件
を
備
へ
て
居
る
と
言
つ
て
よ
い
」、
と
（
４５
）

。
こ
の
発
言
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
と
東
洋
と
の
関

わ
り
を
鳥
瞰
す
る
う
え
で
、
お
お
き
な
転
換
点
を
指
し
示
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
一
九
一
一
年
段
階
で
は
セ
ザ
ン
ヌ
と
「
後
期
印

象
派
」
こ
そ
が
日
本
の
若
い
藝
術
家
た
ち
に
と
っ
て
絶
対
の
基
準
で
あ
っ
た
の
に
、
大
正
年
間
を
通
過
し
た
一
九
二
七
年
の
段
階
を

迎
え
る
と
、
反
対
に
そ
の
セ
ザ
ン
ヌ
や
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
（
一
八
五
三
―
一
八
九
〇
）
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
東
洋
の
指
標
、「
気
韻
生

動
」
や
「
筆
韻
、
墨
韻
」
に
照
ら
し
て
評
価
さ
れ
る
、
と
い
う
地
と
図
の
転
倒
が
発
生
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

東
洋
の
再
東
洋
化

明
治
以
降
の
日
本
で
は
徐
々
に
西
欧
学
術
の
影
響
が
強
ま
り
、
た
と
え
ば
脱
亜
入
欧
の
掛
け
声
が
晩
年
の
福
沢
諭
吉
（
一
八
三
三

―
一
九
〇
一
）
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
、
と
い
っ
た
説
が
当
然
の
定
説
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
実
際
に
は
日
清
戦
争
期

後
に
も
文
化
人
は
西
欧
の
学
藝
を
漢
学
の
素
養
に
沿
っ
て
咀
嚼
し
よ
う
と
し
て
き
た
が
、
日
露
戦
争
期
を
越
え
大
正
を
迎
え
る
と
、

西
欧
世
界
へ
の
憧
憬
が
漢
籍
へ
の
愛
着
を
凌
駕
す
る
傾
向
も
現
れ
た
。
と
こ
ろ
が
第
一
次
大
戦
を
終
え
た
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
、

中
国
文
明
は
い
わ
ば
文
化
面
で
逆
襲
を
な
し
、
東
洋
の
再
東
洋
化R

e−orientalisation
of

the
O

rient

と
で
も
称
す
べ
き
現
象
が

発
生
す
る
。
そ
し
て
そ
の
先
導
役
を
演
じ
る
と
自
称
し
た
の
は
、
中
国
で
は
な
く
、
ま
ず
日
本
で
あ
っ
た
。

美
術
の
領
域
で
の
そ
の
代
表
者
と
し
て
、
南
画
家
を
自
称
し
た
橋
本
関
雪
（
一
八
八
三
―
一
九
四
五
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。『
南
画

へ
の
道
程
』（
一
九
二
四
）
で
関
雪
は
「
南
画
は
写
実
主
義
で
も
印
象
主
義
で
も
な
い
、
表
現
主
義
で
あ
る
」
と
断
定
し
、
セ
ザ
ン
ヌ

に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
「
組
み
立
て
」com

position

は
、
た
し
か
に
東
洋
に
お
い
て
は
雪
舟
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
も
の
の
、
萌

は
ず

芽
に
し
て
終
わ
っ
た
が
、
他
面
、「
組
脱
し
」
に
は
東
洋
人
は
理
解
が
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
「
驚
く
べ
き
天
才
的
働
き
を
見
せ
」

た
、
と
主
張
す
る
。
畢
竟
、
い
わ
ゆ
る
「
表
現
主
義
」
な
る
も
の
は
「
東
洋
人
の
主
観
描
写
か
ら
胚
胎
し
た
こ
と
、
早
く
か
ら
実
行
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し
て
居
た
こ
と
」
で
あ
り
、
西
洋
は
そ
う
し
た
「
東
洋
の
伝
統
を
深
く
究
め
て
居
な
い
」
に
過
ぎ
な
い
、
と
す
る
の
が
関
雪
の
判
断

だ
っ
た
（
４６
）

。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
西
洋
の
表
現
主
義
に
触
れ
て
な
さ
れ
た
「
東
洋
の
伝
統
」
の
再
定

義
、
一
種
の
「
伝
統
の
創
出
」
に
他
な
ら
な
い
。
だ
が
こ
の
因
果
関
係
を
転
倒
さ
せ
た
修
辞
に
よ
っ
て
関
雪
は
、
西
洋
の
表
現
主
義

が
東
洋
の
伝
統
に
接
近
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
、
と
言
い
募
る
。『
関
雪
雑
話
』（
一
九
二
五
）
に
収
め
ら
れ
た

「
南
画
へ
の
一
考
察
」
で
は
「
後
期
印
象
派
の
諸
作
」
に
「
絢
爛
な
る
色
彩
に
盛
ら
れ
た
南
画
情
趣
」
を
見
て
、
そ
こ
に
「
慧
眼
な

る
人
は
表
面
に
現
れ
ざ
る
皮
裡
相
通
ず
る
生
命
の
潜
在
」
を
知
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
る
（
４７
）

。

こ
う
し
た
彼
な
り
の
確
信
に
導
か
れ
、
関
雪
は
西
洋
美
術
史
を
東
洋
美
術
史
か
ら
類
推
し
、
個
別
の
画
家
同
士
の
大
胆
な
比
較
に

及
ぶ
。
こ
れ
よ
り
少
し
前
の
一
九
一
七
年
に
は
瀧
精
一
が
、
い
か
に
も
東
京
帝
国
大
学
美
術
史
教
室
主
任
の
文
献
学
者
ら
し
く
、
文

人
画
と
西
洋
の
表
現
主
義
と
を
等
号
で
結
ぶ
よ
う
な
流
行
に
釘
を
さ
し
て
い
た
。
ま
た
田
中
豊
蔵
も
『
国
華
』
編
集
部
で
瀧
編
集
主

幹
の
配
下
に
あ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
、「
支
那
の
南
宋
の
文
人
画
」
を
安
易
に
「
後
期
印
象
派
」
と
同
一
視
す
る
こ
と
に
躊
躇
を
表

明
し
て
い
た
。
と
は
い
え
そ
の
田
中
は
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
の
森
を
散
策
す
るW

anderm
enshen

と
し
て
の
ジ
ャ
ン＝

バ
テ
ィ

ス
ト＝

カ
ミ
ー
ユ
・
コ
ロ
ー
（
一
七
九
七
―
一
八
七
五
）
を
倪
雲
林
（
一
三
〇
一
―
一
三
七
四
）
と
引
き
比
べ
る
論
を
展
開
し
て
い
た
（
４８
）

。

だ
が
こ
う
し
た
東
京
在
住
の
官
学
系
学
者
先
生
た
ち
の
慎
重
な
議
論
な
ど
も
の
か
は
、
京
都
に
朴
し
た
関
雪
は
、
セ
ザ
ン
ヌ
が
王

石
谷
（
一
六
三
二
―
一
七
一
七
）
な
ら
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
は
�
南
田
（
一
六
三
三
―
一
六
九
〇
）、
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
は

ト

リ

オ

陳
老
蓮
（
一
五
九
八
―
一
六
五
二
）
だ
、
と
い
っ
た
類
比
を
縦
横
自
在
に
展
開
す
る
（
４９
）

。
三
幅
対
を
な
す
図
式
は
、
あ
る
い
は
マ
イ
ヤ
ー

＝

グ
レ
ー
フ
ェ
が
、
セ
ザ
ン
ヌ
、
ゴ
ッ
ホ
、
ゴ
ー
ガ
ン
を
表
現
主
義
者
の
三
巨
頭
に
選
ん
だ
仕
草
を
真
似
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
し
か
に
こ
う
し
た
類
推
を
、
無
根
拠
な
戯
れ
と
嘲
笑
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
だ
ろ
う
。
だ
が
よ
り
大
切
な
の
は
、
関
雪
の
よ
う
な

画
家
に
と
っ
て
は
、
最
新
流
行
の
西
洋
の
画
家
を
理
解
す
る
の
に
、
な
お
中
国
清
朝
の
画
家
た
ち
が
比
較
参
照
の
う
え
で
の
準
拠
枠

と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
東
西
類
比
は
、
西
洋
の
圧
倒
的
な
衝
撃
の
も
と
に
あ
っ
て
、
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あ
ら
た
め
て
東
洋
の
伝
統
を
復
権
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
中
国
側
の
三
人
組
が
西
洋
側
の
そ
れ
よ
り
遥
か
に
前
の
時
代
に
属
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
中
国
古
典
の
西
洋
近
代
に
対
す
る
優
位
の
証
と
さ
え
な
り
う
る
。
実
際
『
南
画
へ
の
道
程
』
の
著
者
の
目
的
と
す

る
と
こ
ろ
は
、「
世
界
に
お
け
る
南
画
の
地
位
と
そ
の
優
位
」
を
お
も
む
ろ
に
考
察
す
る
に
あ
っ
た
（
５０
）

。

東
洋
的
・
唯
我
論
的
セ
ザ
ン
ヌ
像
の
展
開

こ
う
し
た
動
向
は
な
に
も
日
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
韓
半
島
出
身
者
や
中
国
か
ら
の
日
本
留
学
生
が
、
同
じ
東
洋
復
権
の

熱
に
感
染
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
画
家
を
目
指
し
て
来
日
し
た
豊
子
�
（
一
八
九
八
―
一
九
七
五
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。
漫
画

家
・
随
筆
家
と
し
て
名
を
な
す
豊
は
、
あ
る
い
は
橋
本
関
雪
の
顰
に
な
ら
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
、
そ
の
著
書
『
近
代
藝
術
綱
要
』

（
一
九
三
四
）
で
泰
西
画
家
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
致
に
注
目
し
、
そ
れ
を
中
国
の
著
名
な
書
家
の
筆
跡
に
喩
え
て
見
せ
る
。
い
わ
く
、

セ
ザ
ン
ヌ
は
顔
真
卿
（
七
〇
五
―
七
八
九
）、
マ
チ
ス
は
董
其
昌
（
一
五
五
五
―
一
六
三
六
）、
ピ
カ
ソ
は
張
旭
（
唐
代
）
と
類
比
で
き
る

と
、
こ
れ
ま
た
縦
横
自
在
な
類
比
を
提
案
す
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
最
も
有
名
な
西
洋
画
家
を
、
中
国
の
読
書
人
層
に
親
し
み
あ
る

も
の
と
し
て
納
得
さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ
の
対
比
は
何
ほ
ど
か
の
教
育
的
効
果
を
期
待
で
き
る
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

豊
子
�
は
こ
れ
よ
り
四
年
遡
る
一
九
三
〇
年
、
当
時
の
代
表
的
な
月
刊
誌
『
東
方
雑
誌
』
新
年
号
に
「
今
日
の
世
界
藝
術
に
お
け

る
中
国
の
勝
利
」
と
題
す
る
画
期
的
と
い
っ
て
よ
い
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
（
５１
）

。
挑
発
的
な
題
名
そ
の
も
の
が
、
橋
本
関
雪
の
著
作
の

文
句
（
前
掲
「
世
界
に
お
け
る
南
画
の
地
位
と
そ
の
優
位
」）
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
も
明
ら
か
だ
が
、
実
際
こ
の
論
文
の
結
論
も
、

関
雪
の
『
南
画
へ
の
道
程
』
の
一
節
を
引
き
写
し
た
も
の
、
と
い
っ
て
よ
い
。
豊
は
ポ
ス
ト
印
象
派
の
う
ち
に
「
西
洋
絵
画
の
東
洋

画
化
」
の
傾
向
を
見
て
取
り
、
そ
れ
は
西
洋
人
自
ら
認
め
る
と
こ
ろ
だ
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
セ
ザ
ン
ヌ
に
つ
い
て
は
「
自
然
の
主

観
的
変
形
」
が
顕
著
な
こ
と
に
言
及
し
、
続
い
て
「
自
然
の
模
倣
に
は
も
は
や
価
値
は
な
く
、
藝
術
家
の
自
我
そ
の
も
の
が
自
然
の

反
響
と
な
る
」
と
説
く
。「
セ
ザ
ン
ヌ
の
林
檎
は
も
は
や
食
す
べ
き
果
実
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
の
た
め
の
果
実
で
あ
り
、
独
立
し
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た
存
在
、
そ
れ
は
い
わ
ば
純
粋
な
る
果
実
と
な
っ
た
」
と
の
一
節
も
見
え
る
。
こ
れ
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
中
井
宗

太
郎
が
訳
出
し
た
セ
リ
ュ
ジ
エ
の
一
節
の
中
国
語
訳
で
あ
り
、
実
際
、
豊
の
本
書
は
、
主
と
し
て
中
井
の
著
作
『
近
代
藝
術
概
論
』

（
一
九
二
二
）
を
下
敷
き
に
し
た
著
述
だ
っ
た
（
５２
）

。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
「
純
粋
な
る
林
檎
」（「
然
而
迹
苹
果
不
是
供
人
喫
的
果
物
、
迹
是
為
苹
果
自
己
的
苹
果
、
苹
果
的
独
立
存
在
、
純
粋

的
苹
果
」）
と
い
う
特
異
な
概
念
を
導
入
す
る
直
前
の
準
備
の
箇
所
で
、
豊
は
お
よ
そ
意
想
外
と
い
う
か
、
突
然
、
突
拍
子
も
な
い
こ

と
を
言
っ
て
い
た
。
い
わ
く
セ
ザ
ン
ヌ
は
自
ら
こ
う
宣
言
し
て
い
る
と
い
う
の
だ
。「
塞
尚
痕
説：

�
万
物
因
我
的
誕
生
而
存
在
。
我

是
我
自
己
、
同
時
又
是
万
物
的
本
元
。
自
己
就
是
万
物
、
�
我
不
存
在
、
神
也
不
存
在
也
�」
即
ち
「
お
よ
そ
存
在
す
る
も
の
は
我

の
た
め
に
生
れ
、
我
は
た
だ
単
に
我
で
あ
る
に
ど
と
ま
ら
ず
、
我
は
お
よ
そ
存
在
す
る
も
の
す
べ
て
の
起
源
で
あ
る
。
我
は
す
べ
て

に
等
し
く
、
我
な
く
し
て
は
神
も
ま
た
存
在
し
な
い
」、
の
だ
と
（
５３
）

。

こ
れ
は
極
端
な
ま
で
の
独
我
論
で
あ
り
、
お
よ
そ
保
守
的
で
正
統
な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
で
あ
っ
た
セ
ザ
ン
ヌ
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ

る
よ
う
な
言
葉
で
は
あ
り
え
な
い
。
異
端
と
ま
で
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
著
し
く
非
正
統
な
こ
う
し
た
見
解
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
豊
子
�
の
セ
ザ
ン
ヌ
論
の
な
か
に
、
セ
ザ
ン
ヌ
自
身
の
言
葉
と
し
て
紛
れ
込
む
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
読
者
は
す
で
に
お
気
づ
き
だ
ろ
う
。
実
際
、
こ
の
一
見
謎
め
い
た
取
り
違
い
を
解
く
鍵
は
、
中
井
宗
太
郎
の
著
作
に
潜

ん
で
い
た
。
豊
が
依
拠
し
た
『
近
代
藝
術
概
論
』
に
は
「
ポ
オ
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
と
そ
の
藝
術
」
と
題
す
る
章
が
あ
り
、
エ
ク
ス
の
巨

匠
の
「
主
観
的
変
形
」（
モ
ー
リ
ス
・
ド
ニ
に
由
来
す
る
表
現
）
が
説
か
れ
、
例
の
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
林
檎
」
に
関
す
る
逸
話
が
見
え
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
章
の
中
井
の
文
章
を
通
読
し
て
も
、
例
の
突
拍
子
も
な
い
唯
我
論
は
姿
を
見
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ふ
と
「
表
現

主
義
」
の
章
の
冒
頭
、「
ポ
オ
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
の
人
及
び
藝
術
」
を
見
る
と
、
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
し
て
こ

う
引
用
が
あ
る
。「
我
の
誕
生
に
よ
つ
て
萬
物
は
生
ず
る
。
我
は
我
で
あ
る
と
同
時
に
萬
物
の
本
元
で
あ
る
。
自
己
は
萬
物
で
あ
り
、

我
が
存
在
し
な
け
れ
ば
神
も
ま
た
存
在
し
な
い
」。
即
ち
、
ど
う
し
た
わ
け
か
、
件
の
唯
我
論
が
、
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
章
頭
の
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銘
文
に
引
か
れ
て
い
る
の
だ
（
５４
）

。

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
の
混
線

こ
の
箇
所
で
は
無
記
名
の
ま
ま
に
引
か
れ
た
こ
の
語
句
は
、
無
論
セ
ザ
ン
ヌ
自
身
の
言
葉
で
は
な
い
。
次
の
頁
を
捲
っ
て
中
井
宗

太
郎
の
論
述
を
読
む
と
、
そ
れ
が
、
ホ
ー
ホ
ハ
イ
ム
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
（
一
二
六
〇
頃
―
一
三
二
六
頃
）、
通
称
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ

ク
ハ
ル
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
、
西
洋
中
世
を
代
表
す
る
神
秘
家
の
言
葉
の
引
用
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
当
時
、
京

都
帝
国
大
学
や
第
三
高
等
学
校
を
中
心
と
す
る
学
生
た
ち
に
熱
狂
的
に
読
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
す
で
に
示
唆
し
た
よ
う
に
、
豊
は

一
九
三
四
年
に
は
、
中
井
の
こ
の
著
書
を
要
約
の
う
え
訳
出
・
出
版
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
豊
は
不
注
意
に
誤
っ
て
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
言
葉
を
セ
ザ
ン
ヌ
の
も
の
と
取
り
違
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
事
情

は
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
豊
子
�
は
正
統
な
る
著
作
権
を
裏
切
っ
て
で
も
、
中
井
が
エ
ピ
グ
ラ
フ
に

引
い
た
字
句
を
セ
ザ
ン
ヌ
に
直
に
帰
せ
し
め
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
中
井
自
身
が
、「
セ
ザ
ン

ヌ
の
林
檎
」
を
語
る
段
で
、
い
さ
さ
か
な
ら
ず
特
異
な
解
釈
を
自
ら
の
セ
ザ
ン
ヌ
論
に
挿
入
し
て
い
た
か
ら
だ
。
す
な
わ
ち
中
井
は

セ
ザ
ン
ヌ
の
創
作
に
「
物
心
一
如
」「
全
一
渾
融
の
生
命
」
を
捉
え
、
セ
ザ
ン
ヌ
の
林
檎
を
解
明
す
る
鍵
と
し
て
「
一
即
多
、
多
即

一
」
と
い
う
華
厳
経
の
文
句
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
た
の
だ
か
ら
（
５５
）

。

こ
の
中
井
の
著
書
に
接
し
た
豊
は
、
中
井
の
意
図
を
過
た
ず
理
解
し
た
。
華
厳
経
の
「
一
即
多
、
多
即
一
」
と
、
中
井
が
わ
ざ
わ

ざ
「
表
現
主
義
」
の
章
の
冒
頭
に
据
え
て
い
た
エ
ピ
グ
ラ
フ
と
は
、
互
い
に
平
仄
を
合
わ
せ
、
共
鳴
し
て
い
た
。
中
井
が
示
唆
し
て

い
た
こ
の
共
鳴
に
霊
感
を
得
て
、
そ
れ
が
中
井
の
意
図
し
た
読
解
だ
っ
た
こ
と
を
了
解
し
た
か
ら
こ
そ
、
豊
は
中
井
の
意
を
汲
ん
だ

過
剰
解
釈
を
自
ら
に
許
し
た
。
自
分
が
参
照
し
た
中
井
の
日
本
語
原
典
を
い
わ
ば
過
度
に
「
合
理
化
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
は

中
井
が
華
厳
経
の
「
一
即
多
、
多
即
一
」
を
挿
入
し
て
い
た
箇
所
に
、
そ
の
代
わ
り
に
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
由
来
す
る
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エ
ピ
グ
ラ
フ
を
置
換
し
て
代
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
度
に
意
図
的
な
創
造
的
誤
読
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

一
三
世
紀
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
神
秘
主
義
の
教
え
と
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
藝
術
家
の
実
践
と
の
あ
い
だ
に
、
豊
子
�
は
き
わ
め
て
密

接
な
親
近
性
を
感
じ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
彼
は
、
自
ら
が
恣
意
的
か
つ
強
引
な
る
虚
偽
の
詐
術
に
手
を
貸
し
た
、
と
い
っ
た
意
識

を
も
つ
こ
と
な
く
、
な
か
ば
無
自
覚
に
飛
躍
を
犯
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
信
じ
難
い
等
号
が
あ
っ
け

な
く
成
立
し
た
背
景
に
は
、
豊
自
身
の
仏
教
へ
の
帰
依
も
預
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
次
第
で
、
三
〇
年
代
冒
頭

の
中
国
に
お
い
て
、
セ
ザ
ン
ヌ
は
こ
と
も
あ
ろ
う
に
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
説
教
を
、
中
世
末
期
の
神
学
者
ご
本
人
の
代

わ
り
に
陳
べ
伝
え
る
め
ぐ
り
合
わ
せ
と
な
っ
た
。

「
全
球
的
セ
ザ
ン
ヌ
効
果
」
と
期
待
の
地
平

こ
の
一
件
は
、
単
な
る
混
同
あ
る
い
は
不
注
意
ゆ
え
の
混
線
、
意
図
的
な
誤
解
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
知

的
環
境
を
理
解
す
る
う
え
で
、
試
金
石
と
も
な
る
事
例
だ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
豊
に
よ
る
セ
ザ
ン
ヌ
解
釈
に
疑
問
符
が
つ
け
ら
れ
た

様
子
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
ら
れ
た
ら
し
い
節
が
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
セ
ザ
ン
ヌ
を
こ
と
さ
ら
神
秘

的
な
宗
教
心
を
抱
い
た
隠
者
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
、
当
時
の
中
国
人
読
者
層
の
う
ち
に
た
ま
さ
か
醸
成
さ
れ
て
い
た
、

と
の
推
定
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
思
弁
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
豊
子
�
の
こ
の
「
誤
認
」
は
、
あ
る
意
味
で
中
国
に
お

い
て
予
期
さ
れ
、
期
待
さ
れ
て
お
り
、
ひ
と
た
び
そ
れ
が
定
式
化
さ
れ
る
や
、
当
然
の
認
識
と
み
な
さ
れ
た
、
と
い
う
脈
絡
を
も
想

定
で
き
よ
う
。
仏
教
の
教
理
に
も
合
致
し
た
、
神
秘
家
と
し
て
の
セ
ザ
ン
ヌ
像
は
、
東
洋
が
期
待
す
る
藝
術
家
の
姿
、
隠
棲
の
賢
者

と
も
予
定
調
和
を
果
た
し
た
か
の
よ
う
だ
。

こ
う
し
て
武
者
小
路
実
篤
に
由
来
し
た
「
神
秘
家
」
セ
ザ
ン
ヌ
像
は
、
巴
里
の
都
塵
を
離
れ
て
南
仏
エ
ッ
ク
ス
の
山
中
に
隠
棲
し

た
画
家
の
孤
独
癖
と
も
重
複
し
、
あ
た
か
も
自
然
な
成
り
行
き
の
よ
う
に
、
近
代
中
国
に
お
い
て
増
幅
さ
れ
た
。
最
初
は
「
革
命
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家
」
と
誤
伝
さ
れ
た
セ
ザ
ン
ヌ
は
、
こ
う
し
て
こ
と
さ
ら
疑
念
を
抱
か
れ
る
こ

と
も
な
く
「
西
洋
の
隠
者
」
へ
と
ゆ
る
や
か
に
変
容
を
遂
げ
、
受
容
さ
れ
て

い
っ
た
。

筆
者
が
知
る
限
り
、
豊
子
�
の
こ
の
著
名
な
論
文
に
紛
れ
込
ん
だ
、
マ
イ
ス

タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
セ
ザ
ン
ヌ
と
の
意
想
外
な
混
線
に
は
、
今
日
に
い
た

る
ま
で
、
誰
ひ
と
り
と
し
て
疑
念
を
さ
し
挟
ん
だ
形
跡
が
み
あ
た
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
奇
妙
な
逸
脱
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
、
あ
た
か

も
当
然
で
あ
る
か
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。『
東
方

雑
誌
』
と
い
う
影
響
力
の
大
き
な
媒
体
で
発
生
し
た
事
件
で
あ
り
な
が
ら
、
ど

う
し
て
こ
の
不
可
思
議
と
い
っ
て
も
よ
い
結
合
は
見
落
と
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
筆
者
は
本
稿
を
通
じ
て
、
い
か
に
し
て
こ
の
よ
う
な
融
合
が
発
生
し
得

た
の
か
を
立
証
し
よ
う
と
努
め
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
事
件
は
、
一
九
三
〇
年

の
上
海
で
発
生
し
え
た
「
全
球
的
セ
ザ
ン
ヌ
効
果
」G

lobal
C

ézanne
E

ffect

の
射
程
と
深
度
の
ほ
ど
を
測
定
す
る
、
ま
た
と
な
い
事
例
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

華
厳
経
の
残
像

最
後
に
、
森
村
泰
昌
（
一
九
五
一
―
）
の
《
批
評
と
そ
の
愛
人
》（
一
九
八
九
）（
図
8
―

13
）
を
取
り
上
げ
て
本
章
の
結
び
と
し
た
い
。

こ
の
作
品
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
《
林
檎
と
オ
レ
ン
ジ
》（
カ
モ
ン
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
旧
蔵
、
現
在
オ
ル
セ
ー
美
術
館
蔵
）
の
忠
実
な
写
真
模
写

で
あ
る
。
だ
が
そ
こ
に
綿
密
に
写
し
と
ら
れ
た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
果
物
に
は
、
森
村
の
顔
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
現
代
日
本
藝
術
家

図8 ― 13 森村泰昌《批評とその愛人》１９８９

Morimura Yasumasa, Criticism and its Lovers，１９８９
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の
容
貌
が
増
殖
さ
れ
て
、
林
檎
や
柑
橘
類
の
球
形
の
表
面
に
繁
殖
し
て
い
る
。
そ
の
た
だ
な
ら
ぬ
強
迫
的
な
ま
で
の
反
復
現
象
を
目

に
す
る
と
、
人
は
改
め
て
か
の
仏
典
、
華
厳
経
の
念
誦
を
想
起
せ
ぬ
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
い
わ
く
「
一
即
多
、
多
即
一
」「
一
即

も
じ

一
切
」「
相
即
相
入
」「
重
重
無
尽
」。
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
を
捩
っ
て
、
森
村
は
遠
慮
な
く
こ
う
も
言
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

「
我
は
我
の
み
に
あ
ら
ず
。
同
時
に
我
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
画
中
に
存
在
す
る
す
べ
て
の
林
檎
の
起
源
で
も
あ
る
」
と
。
マ
イ
ス
タ
ー
・

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
扮
装
し
た
、
唯
我
論
的
我
と
し
て
の
東
洋
の
セ
ザ
ン
ヌ
。
そ
れ
は
、
森
村
に
よ
る
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
な
剽
窃
に
お

い
て
も
無
傷
な
ま
ま
で
保
存
さ
れ
、「
セ
ザ
ン
ヌ
の
林
檎
」
を
自
己
流
用self

appropriate

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
増
殖

を
続
け
て
い
る
。

そ
の
森
村
泰
昌
は
京
都
市
立
芸
大
の
出
身
者
だ
が
、
は
た
し
て
彼
は
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
ら
が
こ
こ
に
示
し
た
セ
ザ
ン

ヌ
解
釈
が
、
嘗
て
母
校
の
学
長
を
勤
め
た
ひ
と
り
の
哲
学
者
の
セ
ザ
ン
ヌ
解
釈
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
て
い
た
こ
と
を
。
も
は
や
い
う
ま

で
も
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
本
章
の
冒
頭
を
そ
の
引
用
か
ら
始
め
た
、
誰
な
ら
ぬ
中
井
宗
太
郎
「
先
生
」
の
こ
と
で
あ
る
。

注（
１
）

本
稿
はR

ussia
and

G
lobal

C
ézanne

E
ffect1900−1950,

St.
Petersburg,

M
arch

28,
2010

で
の
発
表
論
文
、Shigem

i
Inaga,

“B
etw

een
R

evolutionary
and

O
rientalSage

:PaulC
ézanne

in
Japan,”

の
要
約
・
抜
粋
を
自
由
に
日
本
語
に
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
論
文
集
と
い
う
紙
面
の
制
約
上
、
註
は
原
則
と
し
て
出
典
註
の
み
に
限
定
し
、
関
連
論
文
・
研
究
史
へ
の
言
及
は
、
最
低
限
必
要
な
も

の
を
除
い
て
割
愛
し
た
。
英
語
原
版
お
よ
び
そ
の
完
全
な
和
文
翻
訳
は
、
図
版
増
補
の
う
え
別
途
公
刊
の
予
定
で
あ
る
。

（
２
）

中
井
宗
太
郎
「
印
象
派
発
達
史
」『
美
』
第
四
巻
第
四
号
、
一
九
〇
九
年
七
月
号
、
二
頁
。

（
３
）

有
島
未
生
馬
「
画
家
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
」『
白
樺
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
一
〇
年
六
月
、
三
七
頁
。
稲
賀
繁
美
「『
白
樺
』
と
造
形
美

術：

再
考
」『
比
較
文
学
』
第
三
八
巻
、
七
六
―
九
一
頁
。
な
お
本
件
に
つ
い
て
は
永
井
隆
則
『
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
史
の
研
究
』
中
央
公
論
美

術
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
四
四
頁
。
永
井
著
は
、
日
本
の
セ
ザ
ン
ヌ
受
容
に
関
す
る
基
本
的
な
労
作
と
し
て
参
照
す
る
。
日
本
に
お
け
る
近
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年
の
展
覧
会
と
し
て
は
『
セ
ザ
ン
ヌ
展
』
横
浜
美
術
館
・
愛
知
県
美
術
館
、
一
九
九
九
―
二
〇
〇
〇
年
、『
セ
ザ
ン
ヌ
主
義：

父
と
呼
ば
れ

る
画
家
へ
の
礼
讃
』
横
浜
美
術
館
・
北
海
道
道
立
美
術
館
、
二
〇
〇
八
―
二
〇
〇
九
年
。
ど
ち
ら
も
充
実
し
た
企
画
で
あ
っ
た
が
、
遺
憾
に

も
そ
の
意
義
は
諸
外
国
で
は
ほ
と
ん
ど
認
知
さ
れ
て
い
な
い
。

（
４
）

柳
宗
悦
「
革
命
の
画
家
」『
白
樺
』
一
九
一
二
年
、
第
三
巻
第
一
号
、
二
―
七
頁
。Lew

is
H

ind,T
he

Post
Im

pressionism
,1911,pp.1

−7
;quoted

in
J.B

.
B

ullen

（ed.

）Post−im
pressionist

in
E

ngland
,

R
outledge,

1988,
pp.187−188.

な
おPost−Im

pressionism

の

日
本
で
の
訳
語
問
題
に
は
田
中
淳
「
後
期
印
象
派
・
考
―
一
九
一
二
年
前
後
を
中
心
に
」『
美
術
研
究
』
三
六
八
号
、
三
六
九
号
、
三
七
二

号
、
三
七
四
号
、
三
九
〇
号
（
平
成
九
―
十
八
年
）
ほ
か
に
詳
し
い
言
及
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
５
）

木
村
荘
八
「
後
期
印
象
派
」『
現
代
の
洋
画
』
一
七
号
、
一
九
一
三
年
、
序
言
は
一
頁
、
デ
ュ
レ
の
翻
訳
箇
所
は
三
二
頁
。

（
６
）Lew

is
H

ind,op.cit.,J.B
.B

ullen,op.cit.,p.188.

（
７
）
『
安
井
曽
太
郎

没
後
五
十
周
年
展
』
宮
城
県
美
術
館
ほ
か
、
二
〇
〇
五
年
、
以
下
、
本
文
に
は
（
安
井
二
〇
〇
五
）
と
略
し
同
展
図
録

作
品
番
号
を
注
記
す
る
。

（
８
）

武
者
小
路
実
篤
「
後
印
象
派
に
就
て
」『
白
樺
』
第
三
巻
第
一
号
、
一
九
一
二
年
一
月
、
六
―
七
頁
。
永
井
前
掲
書
七
〇
―
七
一
頁
。

（
９
）
「
人
格
主
義
」
に
つ
い
て
は
、
永
井
隆
則
前
掲
書
、
第
�
部
参
照
。

（
１０
）Julius

M
eier−G

raefe,E
ntw

icklungsgeschichte
der

M
oderne

K
unst,1904,S.51.

（
１１
）

鈴
木
貞
美
『
生
命
観
の
探
究
』
作
品
社
、
二
〇
〇
六
年
。
こ
の
大
著
で
は
「
生
命
観
」
の
語
源
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。

（
１２
）

有
島
未
生
馬
「
画
家
ポ
ー
ル
、
セ
ザ
ン
ヌ
」
前
掲
『
白
樺
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
一
〇
年
、
五
三
頁
。

（
１３
）

山
脇
信
徳
「
断
片
」『
白
樺
』
第
二
巻
第
一
一
号
、
一
九
一
一
年
、
一
〇
六
頁
。
お
よ
び
永
井
前
掲
書
、
第
�
章
第
一
節
参
照
。

（
１４
）

木
村
荘
八
、「
ポ
ー
ル
・
セ
ザ
ン
ヌ
に
就
て
」『
現
代
の
洋
画
』
第
二
巻
六
号
、
一
九
一
三
年
十
月
、
二
頁
。

（
１５
）
『
岸
田
劉
生
』
展
、
愛
知
県
美
術
館
他
、
二
〇
〇
一
年
。
以
下
、
本
文
に
は
（
岸
田
二
〇
〇
一
）
と
略
し
同
展
図
録
掲
載
図
版
番
号
を
注

記
す
る
。

（
１６
）

岸
田
劉
生
「
断
片
」『
多
都
美
』
第
九
巻
第
三
号
、
一
九
一
五
年
三
月
。
新
畑
泰
秀
「
明
治
・
大
正
の
美
術
雑
誌
に
見
る
セ
ザ
ン
ヌ
紹
介

の
実
相
」『
セ
ザ
ン
ヌ
と
日
本
』
展
図
録
、
横
浜
美
術
館
、
一
九
九
九
年
、
一
七
六
頁
に
引
用
。

（
１７
）

同
上
。
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（
１８
）
『
劉
生
と
京
都
』
京
都
市
美
術
館
、
二
〇
〇
三
年
。
以
下
（
岸
田
二
〇
〇
三
）
と
略
記
。『
白
樺
の
愛
し
た
美
術
』
京
都
文
化
博
物
館
、
二

〇
〇
九
年
。
以
下
（
白
樺
二
〇
〇
九
）
と
略
記
。
本
文
中
の
作
品
番
号
は
、
各
々
の
図
版
番
号
に
対
応
す
る
。

（
１９
）

岸
田
劉
生
「
製
作
餘
談
」『
中
央
美
術
』
第
八
巻

第
一
号
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
一
月

四
七
頁
。
永
井
前
掲
書
、
二
五
三
頁
。

（
２０
）

高
村
光
太
郎
『
印
象
主
義
の
思
想
と
藝
術
』
天
弦
堂
、
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
、
二
四
一
―
四
二
頁
。
永
井
前
掲
書
、
三
二
―
四
一
お

よ
び
一
〇
六
―
〇
七
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
２１
）

高
村
光
太
郎
「
緑
色
の
太
陽
」『
す
ば
る
』
第
二
巻
第
四
号
、
一
九
一
〇
年
四
月
号
、
三
六
頁
。

（
２２
）

西
田
幾
多
郎
「
現
代
の
哲
学
」『
哲
学
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
一
六
年
四
月
、
四
〇
―
四
一
頁
。

（
２３
）

中
井
宗
太
郎
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
唯
心
論
」『
近
代
藝
術
概
論
』
一
九
二
二
年
、
一
六
五
―
六
頁
。

（
２４
）M

aurice
D

enis,“C
ézanne

»
L’O

ccident,N
o.70,sep.1907,p.125.

永
井
前
掲
書
、
八
二
―
八
三
頁
。

（
２５
）

土
田
杏
村
『
華
厳
哲
学
小
論
攷
』
一
九
二
二
年
、
内
外
出
版
。

（
２６
）

い
ず
れ
の
作
品
も
『
セ
ザ
ン
ヌ
主
義

父
と
呼
ば
れ
る
画
家
へ
の
礼
讃
』
横
浜
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
に
展
示
。

（
２７
）

稲
賀
繁
美
「
藤
田
嗣
治
の
国
際
的
名
声
の
影
で
」『
パ
リ
・
一
九
二
〇
年
代
・
藤
田
嗣
治
』
報
告
書
（
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
非
売
品
）、

二
〇
〇
七
年
。
一
五
―
二
五
頁
。

（
２８
）

稲
賀
繁
美
「
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
西
洋
体
験
」
竹
村
民
郎
・
鈴
木
貞
美
（
編
）『
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、

三
一
五
―
三
一
七
頁
。

（
２９
）

小
出
楢
重
『
油
絵
新
技
法
』
一
九
三
〇
年
、
岩
波
文
庫
版
、
芳
賀
徹
編
、
三
三
〇
頁
、
三
四
二
―
三
四
三
頁
。

（
３０
）

同
上
、
小
出
楢
重
『
油
絵
新
技
法
』
岩
波
文
庫
版
、
五
二
―
五
三
頁
。

（
３１
）

同
上
、
小
出
楢
重
『
油
絵
新
技
法
』
岩
波
文
庫
版
、
三
三
八
頁
。

（
３２
）

矢
代
幸
雄
『
近
代
画
家
群
』
新
潮
社
、
一
九
五
〇
年
、
二
一
六
頁
。

（
３３
）C

urt
G

laser,E
douard

M
anet,Faksim

ile
nach

Zeichnungen
und

A
quarellen

,M
ünchen,Piper,1922

(n.p.).

（
３４
）

村
松
茂
樹
『
呉
昌
碩
研
究
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。

（
３５
）

小
野
竹
喬

「
富
岡
鉄
斎
翁
」（
昭
和
二
六
（
一
九
五
一
）
年
京
都
美
大
に
於
け
る
講
義
録
に
加
筆
）
昭
和
五
三
年
一
〇
月
、『
冬
日
帖
』、

求
龍
堂
、
昭
和
五
四
年
、
一
九
九
―
二
〇
一
頁
。
永
井
前
掲
書
、
一
三
〇
―
一
三
二
頁
に
一
部
抜
粋
。
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（
３６
）

坂
本
光
浄
『
世
界
の
鐵
斎
』
浪
速
社
、
一
九
六
五
年
に
、
敗
戦
後
の
海
外
展
で
の
反
響
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
。

（
３７
）
「
洋
画
家
の
日
本
画
観
」『
美
術
新
報
』
一
〇
巻
、
一
一
号
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
。
永
井
前
掲
書
、
二
四
九
頁
。

（
３８
）

森
田
亀
之
助
「
泰
西
画
界
最
近
運
動
の
経
過
及
キ
ュ
ビ
ズ
ム
―
―
附
其
批
評
（
上

承
前
）」『
美
術
新
報
』
第
一
四
巻
四
号
、
一
九
一
五

年
二
月
。
速
水
豊
「
南
画
と
洋
画
の
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ー
ク
？
」『
南
画
っ
て
何
？
』
兵
庫
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
、
二
五
二
―
二
五

三
頁
。

（
３９
）A

rthur
G

erom
e

E
ddy,

C
ubism

and
Postim

pressionism
,

C
hicago

:A
.C

.
M

cC
lung

&
C

o,
1914,

p.147.

本
書
に
は
、
久
米
正
雄

訳
『
立
体
派
と
後
期
印
象
派
』
金
星
堂
、
一
九
一
六
年
が
あ
る
が
、
該
当
箇
所
は
翻
訳
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

（
４０
）

田
中
豊
蔵
「
南
画
新
論
（
一
）
―
（
七
）」『
国
華
』
二
六
二
―
二
八
一
号
、
一
九
一
二
年
三
月
一
〇
月
。
田
中
の
論
稿
に
つ
い
て
は
、
千

葉
慶
「
田
中
豊
蔵
「
南
画
新
論
」
に
お
け
る
文
化
翻
訳
の
政
治
学
」『
社
会
文
化
科
学
研
究
』
七
号
、
二
〇
〇
三
年
。

（
４１
）

瀧
精
一
「
大
和
絵
お
よ
び
南
画
の
復
興
」『
国
華
』、
三
三
〇
号
、
一
九
一
七
年
一
一
月
、
一
五
三
―
一
六
〇
頁
。
田
中
豊
蔵
「
所
謂
南
画

的
新
傾
向
に
就
て
」『
国
華
』
同
号
、
一
七
九
―
一
八
一
頁
。

（
４２
）

梅
澤
和
軒
『
日
本
南
画
史
』
南
洋
堂
、
一
九
一
九
年
、
一
〇
一
一
頁
。

（
４３
）

梅
澤
和
軒
「
表
現
主
義
の
流
行
と
文
人
画
の
復
興
」『
早
稲
田
文
学
』
一
八
六
号
、
一
九
二
一
年
五
月
、
二
三
三
頁
。

（
４４
）

伊
勢
専
一
郎
『
支
那
の
絵
画
』
一
九
二
二
年
、
九
―
一
一
頁
。
園
頼
三
『
藝
術
創
造
の
心
理
』
一
九
二
二
年
、
一
四
三
頁
。

（
４５
）

萬
鐵
五
郎
「
東
洋
画
復
帰
問
題
の
帰
趨
」『
美
術
真
論
』
第
二
巻
、
第
六
号
、
一
九
二
六
年
六
月
号
、
五
―
六
頁
。

（
４６
）

橋
本
関
雪
『
南
画
へ
の
道
程
』
中
央
美
術
社
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
、
四
、
一
二
頁
。

（
４７
）

橋
本
関
雪
『
関
雪
雑
話
』
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
、
一
二
七
頁
。

（
４８
）

田
中
豊
蔵
『
国
華
』
二
七
四
号
、
一
九
一
三
年
三
月
号
、
二
一
七
頁
。
飯
尾
由
貴
子
「「
南
画
っ
て
何
だ
？
」
近
代
の
南
画
を
め
ぐ
る
一

考
察
」『
南
画
っ
て
何
だ
？
近
代
の
南
画：

日
本
の
こ
こ
ろ
と
美
』
兵
庫
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
、
二
四
四
頁
。

（
４９
）

橋
本
関
雪
『
関
雪
雑
話
』
同
上
、
一
二
五
―
六
頁
。

（
５０
）

橋
本
関
雪
『
南
画
へ
の
道
程
』
一
七
頁
。

（
５１
）

豊
子
�
「
中
国
美
術
在
現
代
藝
術
上
的
勝
利
」『
東
方
雑
誌
』
一
九
三
〇
年
一
月
号
巻
頭
論
文
。
こ
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
西
槇
偉
「
豊

子
�
の
中
国
美
術
優
位
論
」『
中
国
文
人
画
家
の
近
代
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
二
五
三
―
二
八
八
頁
。
稲
賀
繁
美
「
論
豊
子
�
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「
中
国
美
術
在
現
代
藝
術
上
的
勝
利
」
与
日
訳
作
品
在
接
受
西
方
思
想
時
的
媒
介
作
用
」
王
暁
平
（
編
）『
東
亜
詩
学
与
文
化
互
読
』
中
華
書

局
、
二
〇
〇
九
年
。
三
四
二
―
三
五
四
頁
。

（
５２
）

西
槇
偉
「
豊
子
�
が
見
た
西
洋
近
代
画
家
」
前
掲
書
、
二
一
一
―
二
五
二
頁
が
、
中
井
の
著
作
を
い
か
に
豊
が
利
用
し
て
い
る
か
を
詳
細

に
分
析
し
て
い
る
。

（
５３
）

豊
子
�
「
中
国
美
術
在
現
代
藝
術
上
的
勝
利
」『
東
方
雑
誌
』
一
九
三
〇
年
一
月
号
、
五
頁
。

（
５４
）

中
井
宗
太
郎
『
近
代
藝
術
概
論
』
二
松
社
、
一
九
二
二
年
、
一
五
九
頁
。

（
５５
）

中
井
宗
太
郎
「
セ
ザ
ン
ヌ
の
唯
心
論
」
前
掲
『
近
代
藝
術
概
論
』、
一
六
五
頁
以
下
。
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